
参考資料

「徳島県人権教育・啓発に関する基本計画」に係る実施事業一覧(令和５年度）

注１ 「基本計画上の位置づけ」とは、各施策が「徳島県人権教育・啓発に関する基本計画」(以下、「基本計画」という。）中のどの項目に該当する施策であるかを表す。
例えば、３－１－（１）とは、基本計画の「第３章 人権教育・啓発の推進」「１ 人権教育」「（１）学校教育(保育)における人権教育」に該当する施策であることを表す。

注２ 複数の分類コードにまたがる実施事業の記入については、それぞれの分類ごとに記入し、そのうち下段分の「目的及び内容」欄に「(再掲）」と記入した。

注３ 令和５年度実績額のうち人権教育・啓発に係る部分が特定できないもの(一部に人権教育・啓発に関する施策を含んでいるが、当該施策に係る額が特定できないもの等）
については、令和５年度実績額欄に「－」と記入した。
また、予算は伴わないが人権教育・啓発に係る施策がある場合は、令和５年度実績額欄に「予算を伴わない」と記入した。

注４ 担当課については、令和６年度現在の相当する課等の名で記入した。



目 次

Ⅰ 人権教育・啓発の推進 ／ 効果的な計画の推進
１ 人権教育 １
（１）学校教育（保育）における人権教育 １
(２) 社会教育における人権教育 ５
２ 人権啓発 ７
（１）県民に対する人権啓発 ７
(２) 家庭・地域に対する人権啓発 １１
(３) 企業に対する人権啓発 １２
３ 県の推進体制 １３
４ 国・市町村・関係団体等との連携 １４
５ 推進方策 １６

Ⅱ 人権にかかわりの深い特定職業従事者への取組の推進
１ 公務員 １７
２ 教職員 １９
３ 医療関係者 ２０
４ 福祉関係者 ２０
５ 警察職員 ２２
６ 消防職員 ２２
７ マスメディア関係者 ２２

Ⅲ 各人権課題に対する取組の推進
１ 女性 ２３
２ 子ども ２７
３ 高齢者 ３２
４ 障がい者 ３５
５ 同和問題 ３９
６ 外国人 ４１
７ ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等 ４３
８ 犯罪被害者等 ４５
９ 刑を終えて出所した人等 ４７
10 インターネットによる人権侵害 ４８
11 アイヌの人々 ４９
12 様々な人権課題 ５０



- 1 -

「徳島県人権教育・啓発に関する基本計画」に係る事業実施状況（令和５年度）
（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

Ⅰ 人権教育・啓発の推進 ／ 効果的な計画の推進

１ 人権教育

（１）学校教育（保育）における人権教育

人権問題研修 事務職員を対象に、人権問題研修を実施し、正しい認識と理解を深め、様々 ３－１－（１） － こども未来政策課
（学校法人職員対象） な人権問題に積極的に取り組む職員を育成する。

・日 時：令和６年２月２９日
実 ・場 所：県庁内会議室

・内 容：人権問題研修
績 ・対 象：私立学校職員

・参加者数：１１人

現任保育士研修 中堅の保育士を対象に、「人権を大切にする保育」に関する項目を含む研修 ３－１－（１） － 子育て応援課
を行う。 ４－２

５－２

実 ・日 時：令和５年６月２２日、２８日、７月６日・２５日、８月２日・３日・１０日・２３日、２４日、２９日、３０日、３１日、
９月８日・１２日、１１月１０日・２４日、１２月５日

績 ・場 所：オンライン他
・参加者数：１,２５４人

人権教育啓発事業 学校における人権課題に対し、解決のための研修等の企画を学校からの提案 ３－１－（１） － あいぽーと徳島
人権教育研修セミナー（教職員対象）により協働し研修会を実施する。 ４－２ （指定管理者）

５－２
５－４
５－５
５－10
５－12

・日 時：令和５年６月８日、７月１０日、８月１日、１０日、２９日、９月２８日、１１月９日、令和６年２月８日
実 ・場 所：阿南市 岩脇小学校ほか（全８校）

・内 容：各人権課題からテーマを選択し、研修会を企画・実施
績 ・参加者数：延べ１９８人

人権教育啓発事業 「あいぽーと徳島」に、児童生徒等の来館を通じて、理解しやすい内容で人 ３－１－（１） － あいぽーと徳島
あいぽーとスタディ 権に関する学習の機会を提供する。 ５－４ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年８月１７日、令和６年１月１６日、２月１４日、３月１５日
・内 容：県内外民政員児童委員協議会等（４団体）

績 ・参加者数：４０人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

（１）学校教育（保育）における人権教育（続き）

障がい者問題学習事業 小中学校からの依頼に基づき人権推進員を派遣する。障がい者問題を通じて ３－１－（１） － あいぽーと徳島
児童生徒が人権について学ぶ機会を提供する。 ５－４ （指定管理者）

実 ・ 日 時：令和５年４月１９日ほか（全８３回）
・ 内 容：人権推進員による講演と体験型研修

績 ・ 参加者数：４，０５６人

人権教育啓発講演会事業 人権について「気づきでつながる」機会となるよう各校の状況に合わせた人 ３－１－（１） － あいぽーと徳島
権課題をテーマとし、児童生徒を対象とした講演会を実施する。 ５－５ （指定管理者）

５－９
５－10
５－12

・ 日 時：令和５年６月１４日・１６日・１８日、２１日、２２日、７月７日、１１日（２カ所）、１８日、１０月１８日、２４日、２５日、２７日、
実 １１月３日、６日、７日、９日、２０日、１２月１２日、１３日、１４日、１５日、１９日（２カ所）、令和６年１月１９日、３月１３日

・ 場 所：東みよし町 三加茂中学校ほか（全２６校）
・ 内 容：各種人権課題についての講演

績 ・ 参加者数：延べ５，４２７人

人権に関する児童生徒の作品募集事 児童生徒を対象にした意見発表に係る作文及び作詩作曲・標語ポスターの募 ３－１－（１） － あいぽーと徳島
業 集を行い、その作品を通して県民一人ひとりの人権意識の高揚を図る。 ３－２－（１） （指定管理者）

実 ○令和５年度作品募集要項作成（令和５年４月５日） ○表彰式 ○作品展示会
○「標語ポスター」審査委員会（令和５年１０月１２日） ・日 時：令和５年１２月１０日 ・日 時：令和５年１２月１０日～１７日
○「作詞作曲」審査委員会（令和５年１０月２０日） ・場 所：県立二十一世紀館「すだちくん森のシアター」 ・場 所：県立二十一世紀館多目的活動室

績 ○「意見発表に係る作文」審査委員会（令和５年１０月１３日） ・参加者：２１６人 ・参加者：７５８人

県立総合看護学校における教育の 看護教育の中で、講義や特別授業を通じて、人権に関する教育の充実を図る。 ３－１－（１） － 医療政策課
充実（看護師等養成事業） ４－３

５－４

・日 時 ：令和５年１１月２９日（水）
実 ・場 所 ：徳島県立総合看護学校（鳴門病院附属看護専門学校へZOOM配信）

・内 容 ：「『日本人のわすれもの』～サモアから来たミチさんの話し～」
績 ・対 象 ：徳島県立総合看護学校 第一看護学科 １～３年生 ほか

・参加者数：延べ２１７人

文部科学省人権教育研究指定校事業 人権意識を培うための学校教育のあり方について、幅広い観点から実践的な ３－１－（１） ５４５ 人権教育課
研究を行い、人権教育に関する指導方法等の改善及び充実に資する。

実 ・実施数：小学校１校、中学校１校
績

文部科学省「学校における生命 「生命（いのち）の安全教育」教材と指導の手引き等を活用して、実践校に ３－１－（１） ４３９ 人権教育課
（いのち）の安全教育推進事業」 おいて指導モデルを作成し、他の学校等へ普及・展開を図る。

実 ・実施数：小学校１校、中学校１校
績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

（１）学校教育（保育）における人権教育（続き）

人権教育指導者用手引書の活用促進 平成２６年３月に追記した「徳島県人権教育推進方針」に基づく人権教育の ３－１－（１） － 人権教育課
事業 具体実践化を図るため、指導者用手引書の積極的な活用を推進する。

実 ○人権教育指導者用手引書、平成２７年３月に作成した人権教育指導者用手引書Ⅱ「“あわ”人権学習ハンドブックプラス」の積極的な活用について、年度初めの定例
会や学校リーダー研修、フレッシュ研修、人権教育主事研修等の機会を捉えて概要説明するとともに、学校等からの研修要請に応じた。

績 ・要請研修 ５８回、研修会 ５８回

人権教育指導研修事業 学校教育における人権教育を推進するため指導体制の確立、教職員研修の充 ３－１－（１） １，５３０ 人権教育課
実を行う。

○徳島県教育委員会人権教育研究指定校による研究と発表会（書面開催含む）を開催した。
・指定校数：幼稚園２園、高等学校２校

実 ○「中・高生による人権交流事業」の委託を行った。
・目 的：県内の中学校・高等学校及び特別支援学校の生徒が交流し、人権について語り合うことを通して、人権尊重の理念についての理解を深めるとともに、

人権意識の高揚を図り、様々な人権問題を解決する実践力を身につけた生徒を育てる。
績 ・内 容：中部・南部・西部ブロック実行委員会を組織し、各ブロック生徒部会において研修などを行った。

人権交流集会実行委員会を組織し、「中・高生による人権交流集会」を県教育会館で開催し、各ブロック生徒部会の取組の報告と、講演会、分科会での活
発な意見

交換が行われた。
・参加者数：生徒 ８３名、教員等 ９３名、計 １７６名

人権教育指導員委嘱事業 人権教育指導員を選任し、各学校及び市町村教育委員会等が主催する研修 ３－１－（１） ２，０８０ 人権教育課
等で指導助言を行うことにより、県民の人権意識の高揚を図り、もって徳島 ６－２
県人権教育推進方針に基づく人権教育を推進し、人権尊重社会の実現に資す ６－３
る。

実 ・委 嘱 数：４０人
・実施回数：１８３回

績 ・参加者数：延べ１２，１９１人

性的マイノリティ学校教育支援事業 性的マイノリティに関する事案等に即応するため、学校等からの要請に応じ ３－１－（１） １，４４０ 人権教育課
た専門スタッフの派遣やシンポジウムの開催により、教職員等への理解を促
進し、人権教育の推進・充実を図る。

実 ・実施回数：５３回
・参加者数：延べ２，３４６人

績 ・シンポジウムの開催：１回

公正採用実現に向けた進路指導充実 県内の中学校・高等学校及び特別支援学校において、「就職差別につながる ３－１－（１） － 人権教育課
事業 とされる１４項目」に関する指導を行い、就職時の差別事件の発生防止に取

り組むとともに、生徒一人一人の希望や適性に沿った進路の確立を図る。

実 ○高等学校等に対して、「１４項目」抵触状況について調査し、集計を行った。
績 ○「１４項目」に関する指導の際に使用する資料を作成し、高等学校等に配付した。
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

（１）学校教育（保育）における人権教育（続き）

「人権教育の指導方法等の在り方に 平成２０年３月に文部科学省から公表された「人権教育の指導方法等の在り ３－１－（１） － 人権教育課
ついて［第三次とりまとめ］」の 方について［第三次とりまとめ］」の周知と活用を促進し、人権教育の充実
活用促進事業 を図る。

実 ○「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」の周知と活用に向け、年度初めの定例会や学校リーダー研修、人権教育主事研修会等の様々な研修
会の機会を捉えて概要説明を行うとともに、学校等からの研修要請に応じた。

績 ・要請研修：６３回 研修会 ６３回

人権教育資料作成事業 人権教育への取組等の内容を示唆した人権教育資料を整備することにより、 ３－１－（１） ７８３ 人権教育課
同和問題をはじめとした様々な人権問題の解決に取り組む姿勢を養う。 ３－１－（２）

６－３

○「やさしさつながるほっとHOTメッセージ作品募集」事業を実施した。
実 ・内 容：気持ちがほっとして、心が温かくなったり、胸が熱くなったりしたメッセージやその言葉が生まれたときのエピソードを表現した作品を募集。受賞作品

をパネルなどにして、人権教育・啓発に活用し、自他の「いのち」や人権を尊重することの大切さを伝え、人権尊重の精神の涵養を図ることを目的とした。
・応募点数：８，０８９点 入選点数：３３点

績 ○パネル・作品の展示貸し出し等活用枚数：延べ４９７枚
〇人権教育資料を活用した「同和問題に関する学習指導案事例集」を作成した。
○やさしさつながるほっとHOTメッセージ受賞作品や社会教育における人権教育資料（Ⅰ～Ⅺ）をホームページに掲載した。
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

(２) 社会教育における人権教育

県民講座事業 「徳島県人権教育・啓発に関する基本計画」に示された人権課題に関する講 ３－１－（２） － あいぽーと徳島
座を開設し、県民への人権教育啓発の推進を行うとともに、人権意識の高揚 ５－２ （指定管理者）
を図る。 ５－12

実 ・日 時：令和５年６月１０日、１１月１１日、令和６年３月１０日（計３回）
・場 所：シビックセンター さくらホール、ときわプラザ ときわホール

績 ・内 容：各人権課題に関する講演
・参加者数：延べ２８８人

サテライト講演会事業 幅広く県民に参加いただけるよう、徳島県中央部だけでなく、南部、西部の ３－１－（２） － あいぽーと徳島
各地に出向き開催する。 ５－１ （指定管理者)

５－10
５－12

・日 時：令和５年７月５日 ・日 時：令和５年１２月１９日
・場 所：阿波市役所 ・場 所：阿南市文化会館（夢ホール）

実 ・内 容：落語で笑って学ぼう！人生笑顔で自分らしく生きるために！ ・内 容：スマホ世代の子どもとどう向き合うか～ＳＮＳ、ゲーム、ネットいじ
エンディングノート めの問題を考える～

・参加者数：８８人 ・参加者数：９０人

績 ・日 時：令和６年１月２４日
・場 所：遠島県立総合教育センター
・内 容：ヤングケアラー
・参加者数：８２人

人権教育啓発リーダー養成講座事業 地域の課題に即応した人権教育や人権啓発を企画運営できる指導者の育成を ３－１－（２） － あいぽーと徳島
目指した研修を実施する。 ５－３ （指定管理者）

５－４
５－５
５－10
５－12

実 ・日 時：令和５年６月１４日、７月２７日、８月９日、９月７日、１０月２４日、１１月２４日、１２月１３日、令和５年１月１９日（計８回）
・場 所：アスティとくしま、ふれあい健康館ほか

績 ・参加者数：延べ５１４人

講師団講師研修事業 県が組織した県人権問題講師団講師等に対して、資質の向上を目指した研修 ３－１－（２） － あいぽーと徳島
を行う。 ５－12 （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年５月１８日 ・日 時：令和５年８月３０日
・場 所：沖州マリンターミナルビル ・場 所：沖州マリンターミナルビル

績 ・内 容：講演「企業活動と人権～『ビジネスと人権』の視点から」 ・内 容：講演「なぜ人は被害者を責めるのか」
・参加者数：３２人 ・参加者数：６１人

人権教育資料作成事業 （再掲）Ｐ４ ３－１－（１） ７８３ 人権教育課
３－１－（２）

６－３
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

(２) 社会教育における人権教育 （続き）

あったかハートつながり隊・ 大学生等による人権の視点に立ったサークル活動等をネットワーク化し、青 ３－１－（２） 予算を伴わない 人権教育課
ひろがり隊事業 年層の人権意識の高揚と人権問題の解決に向けた実践力を養うとともに、サ ６－３

ークル・クラブ等の交流によって形成された交流活動グループが学校を訪問
し、学校等における人権教育の推進に資する。

実 ○「あったかハートつながり隊・ひろがり隊事業」の委託を行った。
・業務委託先：県内４大学１０交流グループ

績 ・内容：交流研修会を２回実施 （第１回 令和５年６月１７日（土）：あいぽーと徳島 第２回 令和６年３月６日（水）：県庁８階８０４会議室）

人権教育促進事業 地域社会において同和問題等に対する理解を促進し、人権教育を推進するた ３－１－（２） ６０６ 人権教育課
めに市町村に助成する等の事業を行う。 ６－２

○指導者研修会を年２回実施した。
実 ・日 時：第１回 令和５年６月２３日（金） 第２回 令和６年１月１８日（木）

・場 所：第１回 県庁１１回階 講堂 第２回 ブライダルコアときわホール
・内 容：各市町村における人権に関する学習活動を推進するため、指導者の資質向上と指導力の強化を図ることを目的とし、

個別人権課題の講演会や情報交換等を行った。
・対 象：市町村の人権教育担当者(社会教育主事・社会教育指導員等）

績 ・参加者数：第１回 ４７人 第２回 ４６人
○識字学級交流推進費を補助した。
・実施数：１４学級(５市１町）

ＰＴＡ育成事業 子育てに携わっている方、行政関係者、こども園・幼稚園・学校関係者、家 ３－１－（２） － 生涯学習課
とくしま家庭教育支援推進事業 庭教育に関心のある方を対象として、社会全体で家庭教育を支援する気運の

醸成を図るとともに、ＰＴＡの組織や運営、家庭や地域社会との連携など望
ましいあり方や、ＰＴＡにおける人権教育のあり方等について研修を深め、
指導者等としての資質の向上を図る。

○とくしま家庭教育のつどい
実 ・日 時：令和５年１０月２２日（日）

・場 所：ＪＲホテルクレメント徳島（４階クレメントホール・３階各会場）
・内 容：講演会「小さなきっかけから大きな夢へ」 講師 大山 加奈（元女子バレーボール日本代表）
・対 象：子育てに携わっている方、行政関係者、こども園・幼稚園・学校関係者、家庭教育に関心のある方
・参加者：参集による参加者３５４名

績

文化の森人権啓発展 様々な人権問題を解決するため、啓発展を実施する。 ３－１－（２） － 文化の森
－識字活動を中心としてー 振興センター

実 ・令和５年１２月６日～１２月１２日
・場 所：徳島県立文化の森総合公園

績 ・内 容：識字学級生の作品展示、啓発ビデオの上映等
・参加者数：３４８人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

２ 人権啓発

（１）県民に対する人権啓発

みんなが主役の人権啓発推進事業 人権意識高揚のため、県内のＮＰＯや市民活動団体などが独自の発想と専門 ３－２－（１） ２，９７５ 男女参画・人権課
性を生かし、地域の多様なニーズに対応して、人権尊重社会に向けた自主的 ６－２
な実践活動を県と協働で推進することにより、「すべての人々の人権が尊重
され、相互に共存しうる平和で豊かな社会」の実現に資するとともに、人権
に関わる市民活動団体を育成する。

○アフリカ音楽に楽しみながら人権を考えよう！ アフリカ音楽に親しむ会 令和５年１０月１５日
○アフターコロナ時代における男女共同参画の未来～日本女性会議 阿南市女性協議会 令和５年１０月２１日

実 in阿南開催から10年の学びと実践を時代へ繋ぐ～
○人権文化を学ぼう「三番叟の巻」 特定非営利活動法人 令和５年１０月３０日

ヒューマンネットとくしま
○若年女性へのＳＮＳを使ったアウトリーチ相談事業 一般社団法人リボンズ 令和５年１１月 ５日、１２月１日、

令和６年１月２２日
○「芽吹け人権の種」～あなたとわたしが主人公～ 特定非営利活動法人 令和５年１１月 ７日

阿波の門付け芸保存会
○講演会「現代の性教育のあり方」 一般社団法人 令和５年１１月１９日
～予期せぬ妊娠からあなたは何を思いますか？～ 徳島県キャリアコンサルタント協会

○「コーダあいのうた」映画上映＆講演会 特定非営利活動法人みずすまし 令和６年 １月１４日
○ワークショップを含む講座開催映画『みんなの学校』に学ぶ ＣＡＰとくしま 令和６年 １月２１日
～文句を意見に変える講座～

○徳島ダルクフォーラム「グットアイディクト～自分を愛する事～」 徳島ＤＡＲＣ 令和６年 ２月 ４日

人権フェスティバル 法務局等と連携して、各種啓発事業を一体的・総合的に実施する人権フェス ３－２－（１） ５，８０２ 男女参画・人権課
（とくしま共に生きるフェスタ開催 ティバルを開催し、基本的人権とその擁護について正しい理解を深める機会 ６－２
事業） を広く県民に提供する。

・日時：令和５年１１月２日～令和６年２月２４日
実 ・場所：徳島県立二十一世紀館及びＷＥＢ配信

・主な内容
・人権講演会①「ダブルハッピネス辛さが２倍なら楽しさも２倍！」11/26 講師：杉山 文野

績 ②「インターネットと人権～ネットで被害者にも加害者にもならないために～」11/26 講師：石川 千明
③「性の多様性～初めてのＬＧＢＴ入門～」12/1～12/21 講師：星 賢人
④「人権文化を考える～福を運んだ人形まわし～」12/1～12/21 講師：阿波木偶箱まわし保存会

・まちかどパネル展開催（県内２４市町村の公的施設）
令和５年１１月２日～令和６年２月２４日

若者発！人権啓発映像コンテンツ発 現在の社会情勢を反映した喫緊の人権課題への啓発を推進するため、若者を ３－２－（１） ７４５ 男女参画・人権課
信事業 対象に人権啓発映像コンテンツを募集し、県民に発信する。 ６－２

実 ・募集期間：令和５年７月３日～１１月３０日
・応募総数：２７作品（２大学、３高校、１高専）
・結果発表：令和６年２月２７日

績 ・啓発活用：優秀作品を特設サイト上（YouTube徳島県チャンネル）でＷＥＢ配信
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

（１）県民に対する人権啓発（続き）

徳島ヴォルティスと連携した 徳島ヴォルティス、法務局等と連携して、人権啓発ポスターの作成やホーム ３－２－（１） ５８７ 男女参画・人権課
人権啓発事業 ゲーム来場者への人権啓発活動を行う。 ６－２

実 ○啓発ポスターを作成・配布（１，５５０枚）
○ホームゲーム来場者に人権啓発グッズを配布

績 ・日時：令和５年８月６日
・場所：ポカリスエットスタジアム
・内容：人権相談窓口を周知するチラシを同封したうちわ等を配布（約１，０００人）

マスメディア広報 効果的な啓発を行うため、新聞等を活用した啓発活動を行う。 ３－２－（１） あいぽーと徳島
６－３ － （指定管理者）

○徳島新聞において新聞広報を実施した。
・特別展示：第１回「平和学習（サダコと折り鶴－その思いはツルにのって－）」、第２回「拉致問題（横田めぐみちゃんと家族のメッセージ）」、

第３回「セクシャルマイノリティと人権」
実 ・あいぽーと徳島講演会 北朝鮮による日本人拉致問題解決に向けて

・人権に関する児童生徒作品：標語ポスター部門、意見発表に係る作文部門、作詞作曲部門 知事賞・教育長賞・理事長賞 など全１９回

○県下のケーブルテレビにおいて人権講演動画の放映およびオリジナル人権啓発動画・あいぽーと徳島事業紹介等についてのＣＭ放映を実施した。
・講座放映 ８月１１日、１０月２９日、１１月３日、令和６年２月１８日（計４回）
・ＣＭ放映 令和６年３月３日ほか全６回

績
○講演動画をＹｏｕＴｕｂｅあいぽーと徳島チャンネルにおいて配信を実施した。
・第１回配信（令和４年８月１０日～）「マイノリティデザイン」
・第２回配信（令和４年１１月２４日～）「被爆体験伝承講話」
・第３回配信（令和５年１月２７日～）「農業を食料と職業にできる社会へ」
・第４回配信（令和５年８月１１日～令和６年３月３１日）「～超高齢社会の超逆転発想！高齢者が若者を支える地域づくり～おんぶにだっこプロジェクト」
・第５回配信（令和５年１１月４日～令和６年３月３１日）「北朝鮮よ、姉 横田めぐみを帰せ！」
・第６回配信（令和６年１月２６日～３月３１日）「『無料塾』から見える、いま社会に必要なもの」

季刊誌作成・発行 年４回人権情報誌「あいぽーと通信」を発行し、広く県民に人権に関する情 ３－２－（１） － あいぽーと徳島
報提供を行う。 ６－３ （指定管理者）

実 ・発行部数：８０，０００部
・発行回数：４回

績 ・配布場所：あいぽーと徳島、県民サービスセンター等の県の機関、市町村役場、人権関係機関等

啓発冊子作成事業 県の「人権教育・啓発に関する基本計画」に示されている個別人権課題につ ３－２－（１） あいぽーと徳島
いて、県民が人権教育・啓発に利用・活用できる資料を作成し、配布する。 ５－４ － （指定管理者）

５－５

実 ○啓発冊子（講演録）を作成・配布
績 ・第２回講師団講師研修会 講師：村山 綾
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

（１）県民に対する人権啓発（続き）

人権啓発パネル等展示 県民の人権意識の高揚を図るため「徳島県人権教育啓発に関する基本計 ３－２－（１） － あいぽーと徳島
画」が示す普遍的な課題及び個別人権課題をテーマとしたパネルを作成 ５－１～７ （指定管理者）
し、展示・貸出する。 ５－10

５－11
５－12

○パネル作成：「（拉致問題）たいせつな人を取り戻すために」、「あなたは大丈夫？考えようインターネットと人権」、「ＬＧＢＴの困りごと」
○常設展示：あいぽーと徳島展示コーナー

実 ４月「マンガで考える『人権』みんなともだち」、５月「みつけて人権」、６月「あっそうか！人権２」、７月「沖縄戦とひめゆり学徒隊」、
８月「すべての拉致被害者の帰国を目指して」、９月「（拉致問題）たいせつね人を取り戻すために」、１０月「あなたは大丈夫？考えようインターネットと人権」、
１１月「子ども虐待防止」、１２月「多文化共生の社会づくり」、令和６年１月、「知っていますか、同和問題」、２月「性の多様性関係」、
３月「世界、そして東北で生きる子どもたち」

○特別展示：テーマ：平和学習「サダコと折り鶴－その想いはツルにのって－」 テーマ：拉致問題「横田めぐちちゃんと家族のメッセージ」
期 間： 令和５年７月２０日～８月１６日 期 間：令和５年８月１９日～９月１８日

績 ビデオ上映：「つるにのって－とも子の冒険－、禎子の思い出」 ビデオ上映：「『ただいま』の声を聞くために、横田滋・早紀江さんの思い

○特別展示：テーマ：セクシャルマイノリティと人権
「『ＬＧＢＴＱ＋』～性の多様性について考えてみませんか～」

期 間： 令和６年２月２３日～３月１７日

○出張展示：県内５２箇所で実施
テーマ 「あなたは大丈夫？考えようインターネットと人権」ほか

人権ライブラリー運営事業 あいぽーと徳島において人権に関する図書、ＤＶＤ等を整備し、県民や ３－２－（１） － あいぽーと徳島
事業者に閲覧・貸出しを行う。 （指定管理者）

実 ・所蔵数 ：図書等 ４，６９９冊 ビデオ・ＤＶＤ等 ７８６本 パネル・体験グッズ １１３組
績 ・令和５年度貸し出し数 ：図書等 ２，２８７冊 ビデオ・ＤＶＤ等 １，０３１本 パネル・体験グッズ １５３組

（カード発行数６２枚）

ホームページ広報事業 インターネットを活用し、ホームページを作成し、県民の人権への関心を高 ３－２－（１） － 男女参画・人権課、
める。 ６－３ － あいぽーと徳島

（指定管理者）

実 ・各種講座、行事、研修会等の情報をその都度提供するとともに、図書やDVDなどの教材資料検索、啓発動画など各種情報提供を行った。
績

懸垂幕設置事業 各総合県民局庁舎等に幅１ｍ、長さ１０ｍの懸垂幕を設置し、県人権教育啓 ３－２－（１） － あいぽーと徳島
発月間の意義を広く県民に知らせる。 （指定管理者）

実 ・標語：「みんなで築こう 人権の世紀」
・日 時：令和５年１１月１日～１１月３０日

績 ・各総合県民局庁舎、各県合同庁舎等
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

（１）県民に対する人権啓発（続き）

ポスター広報 人権啓発ポスターを作成し、市町村等に配布するとともに、ＪＲ駅構内・列 ３－２－（１） － あいぽーと徳島
（バスシートカラー後部広告事業） 車内、路線バス車内、企業等にポスターを掲示し、人権に関する県民意識の （指定管理者）

高揚を図る。

実 ・作品内容：「人権侵害生物図鑑」
・掲示時期：令和５年４月～１０月

績 ・作品内容：「どしたんいけるで？あんなええとな・・・聞いてくれるで ゆっくり話そ わかり合えることもきっとあるはず」
・掲示時期：令和５年１１月～令和６年３月

人権作詩作曲、意見発表及び人権 （再掲）Ｐ２ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
ポスターの募集、展示、作品集作成 ３－２－（１） （指定管理者）
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

（２）家庭・地域に対する人権啓発

人権啓発指導者養成研修 「徳島県人権教育・啓発に関する基本計画」を推進するため、県下における ３－２－（２） ２０８ 男女参画・人権課
人権啓発のリーダーの養成研修を実施する。 ４－１

５－２
６－２
６－３

・日 時：令和６年１月２８日
実 ・場 所：男女共同参画総合支援センター（オンラインと併用）

・内 容：講演 部落問題・女性問題の現在とこれから
績 熊本 理抄（近畿大学教授）

・対 象：市町村職員他
・参加者数：７０人（オンライン36人、会場34人）

出前講座事業 身近な生活に直結した人権問題（課題）に関する講座を設け、県内各地に出 ３－２－（２） － あいぽーと徳島
向き、啓発活動（講演等）を実施する。 ５－１ （指定管理者）

５－３
５－５
５－10
５－12

・日 時：令和５年７月１３日 ・日 時：令和５年７月１３日
実 ・場 所：吉野川市西麻植公民館 ・場 所：阿南市 伊島集会所

・内 容：「ＬＧＢＴ（自分らしく生きる～誰もが暮らしやすい地域へ～）」」 ・内 容：「高齢者の人権（人と人をつなぐ切り紙のお話）」
績 ・参加者数：２４人 ・参加者数：２３人

・日 時：令和５年１２月６日
・場 所：徳島市南井上コミュニティセンター
・内 容：「アンコンシャス・バイアスとアンガーマネジメントで、

より良いコミュニケーションを」
・参加者数：１８人

次世代人権教育啓発推進事業 夏・冬休みの期間中の親子のふれ合いと、事業を通じて人権についての気づ ３－２－（２） － あいぽーと徳島
（夏・冬休み親子参加型事業） きや、知識及び感覚を持ってもらうために実施する。 ５－２ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年７月２６日、８月１日 ・日 時：令和５年１２月２６日
績 ・場 所：イオンモール徳島 ・場 所：東部防災館おきのすインドアパーク

・内 容：「ちりめんモンスターをさがせ」 ・内 容：「ボッチャをやろうよ！」
・参加者数：２４０人 ・参加者数：４８人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令年和５度実績額 担 当 課

（３）企業に対する人権啓発

講師団講師運営等事業 人権教育啓発の推進を図るため、人権問題講師団を組織し、県内の企業団体 ３－２－（３） あいぽーと徳島
等に講師を派遣する。 ５－３ － （指定管理者）

５－４
５－５
５－９
５－10
５－12

実 ・講師団講師数：２０名 ・派遣回数: ２７回 ・受講者数：１，０３３人
績

土木事業啓発リーフレットの 建設企業に対して同和問題啓発リーフレットを送付 ３－２－（３） ４０ 県土整備政策課
作成送付 （職場における指導啓発）

実 ・内 容：同和問題啓発リーフレットの送付 ・作成部数：１，５００部 ・配 付 先：建設企業
績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

３ 県の推進体制

徳島県人権施策推進本部 基本計画の効果的な推進 ６－１ － 男女参画・人権課

実 ○「徳島県人権教育・啓発に関する基本計画」に係る実施事業報告（令和４年度施策）について」を承認した。
績

徳島県人権教育・啓発連携会議 人権教育・啓発の計画的かつ効果的な推進 ６－１ － 男女参画・人権課

実 ○人権教育・啓発の計画的かつ効果的な連携などについて協議した。
績

徳島県立人権教育啓発推進センター 広く県民が気軽に利用し、学習が行える人権教育啓発推進の中心的役割を果 ６－１ ７６，７１９ 男女参画・人権課
「あいぽーと徳島」の運営 たす拠点として、徳島県立人権教育啓発推進センター「あいぽーと徳島」を

設置運営し、県民に親しまれる人権教育啓発を推進する。
創意工夫ある企画力で県民が気軽に利用し学習できる拠点とするため、管理
運営を指定管理者に委託し、利用者に対するサービス向上等を図る。

実 ・指定管理者：ＮＰＯ法人徳島ヒューマンネット
・あいぽーと徳島利用者・事業参加者数：５３，７８７人

績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 国・市町村・関係団体等との連携

人権擁護委員連合会補助金 徳島県人権擁護委員連合会に対し、補助金を交付する。 ６－２ １２１ 男女参画・人権課

啓発研修費 行政関係の開催する人権啓発に関する研修会に人権啓発推進員を派遣し、 ４－１ ７２９ 男女参画・人権課
知識の取得、資質の向上を図るための支援を行う。 ６－２

６－３

実 ・人権啓発推進員数：２人
績 ・派 遣 実 績 ：延べ９７回

人権啓発活動市町村委託 人権問題についての正しい理解と認識を深めるため、各市町村に事業を委託 ６－２ ８，４６３ 男女参画・人権課
し、啓発を実施する。

実 次の内容に要する経費として市町村に委託した。
・内 容：講演会、資料作成、研修会の開催、啓発冊子等の作成・配布等

績 ・委託市町村数：１９市町

みんなが主役の人権啓発推進事業 （再掲）Ｐ７ ３－２－（１） ２，９７５ 男女参画・人権課
６－２

徳島ヴォルティスと連携した （再掲）Ｐ８ ３－２－（１） ５８７ 男女参画・人権課
人権啓発 ６－２

人権フェスティバル （再掲）Ｐ７ ３－２－（１） ５，８０２ 男女参画・人権課
６－２

人権啓発指導者養成研修 （再掲）Ｐ１１ ３－２－（２） ２０８ 男女参画・人権課
４－１、５－２
６－２、６－３

人権サポーター企業の登録 地域社会の一員として社会的責任を担っている企業等を「徳島県人権サポー ６－２ 予算を伴わない 男女参画・人権課
ター企業」として登録し、官民一体となって人権啓発に取り組む。

実 ○平成２５年２月から募集を開始し、登録制度についてホームページ等により広報・周知した。
績 ・登録企業数 ２２事業所（令和６年３月３１日時点）

人権行政ネットワーク連絡会議の開 同和問題をはじめとした様々な人権課題を解決するため、県・市町村・隣保 ６－２ 予算を伴わない 男女参画・人権課
催 館の職員で構成する「人権行政ネットワーク連絡会議」を設置し、相互に連

携・協力して、地域の実情に応じた取組を推進する。

実 ○第１回 東部ブロック（令和６年２月２９日） 第２回 西部ブロック（令和６年３月８日） 第３回 南部ブロック（令和６年３月１１日）
績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 国・市町村・関係団体等との連携（続き）

団体等との交流連携事業 人権教育啓発に関係する団体等との連携により幅広く事業を実施する。 ６－２ － あいぽーと徳島
（指定管理者）

実 ○人権教育に関係する団体との交流 実施回数：２１回 参加者数：６，０８６人
績 ・６月２３日～２９日 人権擁護委員連合会と連携した啓発活動

・８月６日徳島ヴォルティスと連携・協力した啓発活動
・１１月５日 第１８回とくしまＮＰＯ・ボランティアフェア
・令和６年２月１０日 徳島市障がい者福祉展ほか

あいぽーと徳島多目的活動室活用事 あいぽーと徳島の多目的活動室を人権教育啓発に関する活動を行う団体等に ６－２ － あいぽーと徳島
業 貸し出し、あいぽーと徳島との連携を図り、事業の推進を図る。 （指定管理者）

実 ○実施回数１２回
績 ・５月１３日、５月２０日、６月１７日、７月７日、７月２８日、９月１７日、１０月３１日、１１月２１日、１２月２０日、１２月２２日、

令和６年１月２３日、２月２４日

人権教育指導員委嘱事業 （再掲）Ｐ３ ３－１－（１） ２，０８０ 人権教育課
６－２、６－３

人権教育促進事業 (再掲）Ｐ６ ３－１－（２） ６０６ 人権教育課
６－２
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

５ 推進方策

国際交流推進 多様な価値観や文化を柔軟に受け止める国際的視野を持った青少年の育成を ６－３ １，８６５ 生活環境政策課
図る。 国際交流室

実 ○湖南省から卓球訪問団を受け入れ県内中学生と交流を実施。
績

人権教育・啓発の総合調整 県が行う人権教育・啓発について、総合的、計画的かつ効果的に行われるよ ６－３ ２，７１３ 男女参画・人権課
う調整を図る。また、人権意識の普及高揚のため人権啓発資料を作成する。

実 ○スポーツ組織との連携・協力した人権啓発活動の実施
○人権ポスター等の啓発物品の作成配布

績 ○市町村との連絡調整

人権啓発指導者養成研修 （再掲）Ｐ１１ ３－２－（２） ２０８ 男女参画・人権課
４－１
５－２
６－２
６－３

啓発研修費 （再掲）Ｐ１３ ４－１ ７２９ 男女参画・人権課
６－２
６－３

マスメディア広報 （再掲）Ｐ８ ３－２－（１） － 男女参画・人権課、
６－３ － あいぽーと徳島

（指定管理者）

ホームページによる情報提供 （再掲）Ｐ１０ ３－２－（１） － 男女参画・人権課、
６－３ － あいぽーと徳島

（指定管理者）

人権教育指導員委嘱事業 （再掲）Ｐ３ ３－１－（１） ２，０８０ 人権教育課
６－２
６－３

人権教育資料作成事業 （再掲）Ｐ４ ３－１－（１） ７８３ 人権教育課
３－１－（２）

６－３

あったかハートつながり隊・ （再掲）Ｐ５ ３－１－（２） 予算を伴わない 人権教育課
ひろがり隊事業 ６－３
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

Ⅱ 人権にかかわりの深い特定職業従事者への取組の推進

１ 公務員

階層別研修の中での同和問題をはじ 同和問題をはじめとする人権問題に対する正しい理解と認識を深め、その解 ４－１ 予算を伴わない 市町村課
めとする人権問題に関する研修 決に積極的に取り組む職員の育成を図るため、市町村職員研修の階層別研修

の中で人権問題に関する研修を実施する。

実 ・実施数：２
・対 象：市町村職員

績 ・参加者数：３８５人

人権問題研修 同和問題をはじめとする人権問題に対する正しい理解と認識を深めさせると ４－１ － 人事課
ともに、その解決のために職場における指導者としての実践力の向上を図る。

○各部局別又は各管内別に、全職員を対象とした集合研修を実施した。
・参加者数：３，６４３人

実
○各部局別又は各管内別に、各所属の職場研修担当者研修を実施した。
・参加者数：１２７人

○各所属単位で、全所属において職場研修を実施した。
・参加者数：３，５６１人

○課長級以上の職員を対象に、各部局別に管理職員研修を実施した。
績 ・参加者数：２１０人

○各部局の人権問題研修担当者の研修を実施した。
・日 時：令和５年７月５日（水）
・場 所：県庁４０２会議室
・参加者数：１４人

階層別研修の中での同和問題をはじ 同和問題をはじめとする人権問題に対する正しい理解と認識を深め、その解 ４－１ － 人事課
めとする人権問題に関する研修 決に積極的に取り組む職員の育成を図る。

自治研修センターが行う職員研修の中で、
実 ○新規採用職員研修をはじめとする階層別研修の中で、同和問題をはじめとした人権に関する講義を実施した。

参加者数：５５４人
績

啓発研修費 （再掲）Ｐ１３ ４－１ ７２９ 男女参画・人権課
６－２
６－３
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

１ 公務員（続き）

人権啓発指導者養成研修 （再掲）Ｐ１１ ３－２－（２） ２０８ 男女参画・人権課
４－１
５－２
６－２
６－３

県企業局人権問題研修 同和問題をはじめとする様々な人権問題について正しい理解と認識を深め、 ４－１ 予算を伴わない 企業局経営企画戦略課
人権意識の高揚を図るとともに、人権問題の解決に向け積極的に取り組む姿
勢や態度の育成に努める。

○企業局の全職員を対象とした研修を実施した。
実 ・実施回数：２回

・日 時：第１回 令和５年８月２８日 第２回 令和５年８月３１日
績 ・場 所：企業局総合管理推進センターまたはオンライン受講

・参加者数：１０３人

県病院局人権問題研修 同和問題をはじめとする様々な人権問題について、正しい理解と認識を深め ４－１ 予算を伴わない 病院局総務課
るとともに、その解決に向けて積極的に取り組む姿勢や態度の育成に努める。

実 ○病院局の職員を対象とした研修を実施した。
・実施回数：９回

績 ・参加者数：３３９人

県教委事務局職員等人権研修 教育行政を担う公務員として、人権及び人権問題について正しい理解と認識 ４－１ １０４ 人権教育課
を深め、人権意識の高揚を図るとともに、人権問題の解決に向け積極的に取
り組む姿勢や態度の育成に努める。

○事務局職員等研修
・実施回数：２回

実 ・日 時：第１回 令和５年６月２９日（木） 第２回 令和６年２月６日（火）
・対 象：事務局職員等
・参加者数：第１回 ２７５人 第２回 ２７２人

績
○事務局幹部職員研修
・実施回数：１回
・日 時：令和５年１０月１７日（火）
・対 象：事務局幹部職員(課長補佐以上）
・参加者数：４６人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

２ 教職員

人権教育啓発事業 （再掲）Ｐ１ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
(人権教育セミナー） ４－２ （指定管理者）

５－２
５－４
５－５
５－10
５－12

カウンセラー養成事業 学校教育相談の理論と技法について、研修を行う。 ４－２ ８０ 教職員課

実 ○カウンセラー養成研修講座を開催した。
績 ・回数：年２回開催

・内容
学校カウンセリングゼミナールⅠ「お医者さんに聞きたい～思春期の心のケアと依存症～」
令和５年７月２１日 参加者５７名 場所：徳島県教育会館

学校カウンセリングゼミナールⅡ「教員による教育相談とカウンセリングの技法について」
令和５年８月３日 参加者２９名 場所：徳島県教育会館

学校訪問、校長会等 学校訪問や校長会等において、人権教育の推進体制の充実等について ４―２ 予算を伴わない 教職員課
指導を行う。

実 ○実施回数：小学校６４８回・中学校３３２回・県立学校１８０回 計１，１６０回
績

学校訪問、学校要請訪問 学校訪問や学校要請訪問において、人権教育の推進体制の充実等について指 ４－２ ― 義務教育課
導を行う。 高校教育課

実 ○学校訪問
・訪問校（園）数：幼稚園２５園、小学校５４校、中学校２８校（うち県立中学校３校）、中等教育学校１校、高等学校３４校、 計１４２校（園）

績 ○学校要請訪問
・訪問回数：幼稚園・小学校・中学校３０８回、高等学校・特別支援学校６２回 計３７０回

人権教育指導研修事業 学校教育における人権教育を推進するため指導体制の確立、教職員研修の充 ４－２ ３５２ 人権教育課
実を図る。

○“あわ”じんけん講座を開催した。
実 ・回 数：年３回開催

・参加者数：幼・小・中・高・特別支援学校の教職員 延べ５４４人
・内 容：受講対象を明らかにして、経験年数等に応じて講座を実施した。

８年目の教諭等…事前にWeb研修を実施した後、現地研修を実施した。
績 希望する教員 …人権学習の授業改善につながる体験的参加型習を行った。

人権教育主事 …人権教育への理解と人権及び人権問題に関する認識を深め、人権教育主事としての資質の向上を図った。

現任保育士研修 （再掲）Ｐ１ ３－１－（１） － 子育て応援課
４－２
５－２
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

３ 医療関係者

看護師等指導事業 看護職員対象の研修にて、人権尊重に関する意識と看護の資質の向上を図る。 ４－３ － 医療政策課

○・日 時：令和５年１２月１８日
実 ・場 所：徳島県看護会館

・内 容：災害時に向けた看護職の備えと支援のあり方
績 ・対 象：看護職員

・参加者数：４９人

県立総合看護学校における教育の （再掲）Ｐ２ ３－１－（１） － 医療政策課
充実（看護師等養成事業） ４－３

５－４

（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 福祉関係者

民生委員・児童委員研修 民生委員・児童委員の資質向上のため、研修を実施する。 ４－４ － 地域共生推進課

○単位民生委員児童委員協議会会長研修および中堅民生委員・児童委員研修
・内 容：「民生委員・児童委員活動で実践する対人援助～やりがいを感じ、いきいき活動するために～」等
・対 象：単位民生委員児童委員協議会会長、中堅民生委員 等

実 ・開催日：令和５年５月２３日（火）、令和５年７月１４日（金）
・参加人数：１８４名

○民生委員・児童委員全員研修
各市及び圏域ごとに、民生委員・児童委員全員を対象とした研修を実施
・内 容：「成年後見制度につなぐ相談のポイント」、「民生委員として備えておきたい法律の知識」等

績 ・対 象：各市、圏域の民生委員・児童委員 等
・研修参加人数：徳島市３４０名、鳴門市７９人、小松島市１００名、阿南市２９７名、吉野川市８３名、阿波市７８名、美馬市１０５名

東部圏域２１７名、南部圏域１４５名、西部圏域２６１名 等

社会福祉従事者研修事業 社会福祉に従事する者の技術、資質の向上のため、階層別研修を実施する。 ４－４ － 地域共生推進課

実 ・実施数：４
・対 象：社会福祉施設職員、市町村社会福祉協議会職員

績 ・参加者数：２５０人

日常生活自立支援事業 本事業に従事する職員の資質向上のため、日常生活自立支援事業について研 ４－４ － 地域共生推進課
修を行う。

○・日 時：令和５年４月１１日 ○・日 時：令和５年４月１１日・４月２７日
実 ・内 容：「生活支援員基礎研修会」 ・内 容：「専門員基礎研修会」

・対 象：生活支援員 ・対 象：専門員
績 ・参加者数：１１人 ・参加者数：計２９名

※Zoom開催 ※Zoom開催
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 福祉関係者（続き）

地域でまもる安心生活支援事業 権利擁護支援に関わる者の技術、資質の向上のため、研修を実施する。 ４－４ － 地域共生推進課

○・日 時：令和５年７月４日・１１日（ステップ１）、令和５年８月２９日・９月１２日・９月２６日（ステップ２） ほか
・場 所：徳島県教育会館 Zoom開催

実 ・内 容：「権利擁護支援者養成研修」
・対 象：権利擁護活動を希望される方（市町村社協からの推薦等）
・受講者数：延べ１３６人

○・日 時：令和６年２月７日
績 ・場 所：徳島県教育会館

・内 容：「権利擁護セミナー」
・対 象：一般県民
・修了者数：１０２人

介護支援専門員更新（専門）研修 現任の介護支援専門員の資質向上のため、専門知識や技能の習得などについ ４－４ － 長寿いきがい課
て研修を実施する。 ５－３

・日 時：令和５年６月から８月
・場 所：オンライン開催 ※一部 集合研修（あわぎんホール等）
・内 容：「ケアマネジメントの実践における倫理」等

実 ・対 象：介護支援専門員としての実務に従事している者であって、就業後６か月以上の者等
・参加者数：３４人
課程Ⅱ
・日 時：令和５年７月から９月
・場 所：オンライン開催 ※一部 集合研修（あわぎんホール等）
・内 容：「介護保険制度及び地域包括ケアシステムの今後の展開」等

績 ・対 象：介護支援専門員としての実務に従事している者であって、就業後３年以上の者等
・参加者数：３６人

主任介護支援専門員研修 主任介護支援専門員に必要な業務に関する知識及び技術の習得のため、研修 ４－４ － 長寿いきがい課
を実施する。 ５－３

・日 時：〔Ａ日程〕令和５年９月６日 ほか通算９日間 〔Ｂ日程〕令和５年９月８日 ほか通算９日間
実 ・場 所：あわぎんホール等 ※一部 オンライン開催

・内 容：「ケアマネジメントの実践における倫理的な課題に対する支援」等
績 ・対 象：専任の介護支援専門員として従事した期間が通算して５年以上の者等

・参加者数：５３人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

５ 警察職員

人権教育 警察職員に対する人権教育の推進のため教養を実施する。 ４－５ － 警察本部警務課
－ 人材育成推進室

○各所属において、人権等に配慮した警察活動を徹底するための職務倫理教養や犯罪被害者支援に関する教養等を実施した。
実

○警察学校において新規採用者等に教養を実施した。
・場 所：警察学校等

績 ・内 容：職務倫理、人権の尊重、犯罪被害者支援等
・対 象：初任科生、初任補修科生、専科生、任用科生等
・参加者数：延べ４１２人

（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

６ 消防職員

消防学校における人権教育の実施 同和問題をはじめとする人権問題への理解と認識を深め、人権意識の高い ４－６ － 防災人材育成センター
（消防学校運営事業） 消防職員を育成するため、消防学校において人権に関わる教育・研修を

実施する。

教育訓練において、人権教育の研修を実施した。
実 ○消防職員初任教育

・日 時：令和５年４月１２日～令和５年９月２７日
・場 所：消防学校

績 ・内 容：人権教育・啓発
・対 象：初任科生
・参加者数：２５人

（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績 担 当 課

７ マスメディア関係者

マスメディアへの情報提供の実施 マスメディアが、より一層、正確な情報に基づき、人権尊重の視点に立った ４－７ 予算を伴わない 県民ふれあい課
取材活動や紙面・番組づくりができるよう、県が行う人権教育・啓発に係る
施策や事業に関する情報を積極的に提供する。
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

Ⅲ 各人権課題に対する取組の推進

１ 女性

男女協調月間事業 県男女協調月間（７月～８月）に、県民を対象として男女共同参画に関する ５－１ － 男女参画・人権課
講座や広報活動を、重点的に実施する。

○県民が気軽に参加できる男女共同参画に関する講演会やパネル展を開催した。

実 ・日 時：令和５年５月２７日
・場 所：ときわプラザ（男女共同参画総合支援センター）

・日 時：令和５年７月４日～８月６日
・場 所：県立図書館

績
・日 時：令和５年７月１０日～７月３１日
・場 所：徳島県庁１階県民ホール

男女共同参画会議 男女共同参画行政の推進にあたり有識者の意見を聴する。 ５－１ － 男女参画・人権課

実 ○男女共同参画にかかる施策を有識者等の意見を踏まえながら総合的に推進するため、徳島県男女共同参画会議を開催した。
・内容：調査、審議 ・開催回数：３回

績

男女共同参画基本計画普及・啓発事 「徳島県男女共同参画基本計画（（第５次）」を広く県民に広報するととも ５－１ ７２１ 男女参画・人権課
業 に、｢男女共同参画立県とくしまづくり表彰制度｣により、顕著な功績のあっ

た者を表彰する。

○「徳島県男女共同参画基本計画」について、普及・啓発を行うとともに、男女共同参画社会基本法に基づく「市町村男女共同参画計画」の策定を促進するため、会議
を開催した。

実 ・日 時：令和５年１１月３０日
・場 所：県庁４階４０３会議室
・対 象：市町村男女共同参画担当者他

績 ○男女共同参画社会の実現に向け、顕著な功績のあった団体に対して表彰を行った。（表彰式：令和５年８月２７日）
・男女共同参画立県とくしまづくり賞 ３団体

男女共同参画総合支援センター運営 男女共同参画社会の実現を目指すための交流・活動の拠点施設である ５－１ ４８，９０７ 男女参画・人権課
事業 「ときわプラザ（男女共同参画総合支援センター）」を運営する。

実 ・開館時間：１０時から１８時
・休 日：毎週火曜日（ただし、祝日の場合は翌日）、年末年始（１２月２９日～１月３日）

績 ・年間利用者数：２６，０１２人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

１ 女性(続き)

男女共同参画総合支援センター推進 ときわプラザ（男女共同参画総合支援センター）において、男女共同参画の ５－１ １，６９３ 男女参画・人権課
事業 視点で総合的に相談に応じるほか、各種情報の収集・提供等を行う。

○ときわプラザ相談事業
実 ・相談件数：電話相談 １，４１４件 ・面接相談 ４６件 ・法律相談 ６２件 ・創業相談 ７件 ・子育て相談 ２５件 計 １，５５４件

績 ○情報収集提供事業
・情報源：書籍、ＤＶＤ、他県の男女共同参画センターの資料ほか

フレアキャンパス開講事業 ときわプラザ（男女共同参画総合支援センター）を活用し、ＮＰＯ、企業、 ５－１ ２，３５３ 男女参画・人権課
大学等と協働しながら啓発事業や各種講座を実施することにより、男女共同
参画の取組を拡大強化する。

実 ○共催事業 ○企業コラボ・県民スポンサー事業 ○企画委託事業 ○主催事業
・開催回数：６７回 ・開催回数：１１回 ・事 業 数：９事業（１２回） ・開催回数：８５回

績 ・参加者数：１，７６８人 ・参加者数：５６３人 ・参加者数：３００人 ・参加者数：４２，２４９人

女性活躍推進フォーラム推進事業 経済活性化の鍵となる女性の活躍推進をさらに加速化するため、ときわプラザ（男 ５－１ － 男女参画・人権課
女共同参画総合支援センター）と連携し事業を実施する。 あいぽーと徳島

（指定管理者）

実 ・日 時：令和６年２月１７日
・場 所：アスティとくしま ときわホール
・内 容：石田志芳さん講演会 「人は飛べる！羽根の休まる場所さえあれば！」～自分の命の時間を大切にできる人と生きよう～」

績 ・参加者数：５０人

ＤＶ被害者自立支援サポート事業 ＤＶ被害者への支援の充実を図るため、民間団体の先駆性や専門性を活かし ５－１ ９００ 男女参画・人権課
た柔軟かつ継続的なＤＶ被害者自立支援活動のサポートを行うとともに、民
間団体等の育成を行う。

実 ○事業の目的、内容等に適した民間団体を選考し、活動支援を行うことでＤＶ被害者の自立支援強化や充実を図った。
・対象事業：ステップハウス等運営事業、心のケア・グループワーク事業、親子交流セラピー事業、ＤＶ被害者自立支援市町村広域連携等提案事業、民間団体提案事業

績 ・対象団体等：３団体、３事業

配偶者からの暴力に関する相談機関 ＤＶ相談を受けている機関等が連携し相談体制の充実を図るため、講演会を ５－１ － 男女参画・人権課
等連絡会議 開催するとともに、情報や意見交換等を行う。

実 ○配偶者からの暴力に関する相談機関等連絡会議を１２月に開催し、関係機関の連携を図るとともに、相談体制の充実に努めた。
績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

１ 女性(続き)

ＤＶ被害者自立支援サポート事業 女性に対する暴力をなくす運動期間にあわせて、パネル展及び街頭広報を行 ５－１ １８５ 男女参画・人権課
（女性に対する暴力をなくす運動推 う。
進）

○徳島県女性保護協議会等関係団体と連携し、「女性に対する暴力をなくす運動」を実施した。
実 ・講演会

日 時：令和５年１１月２９日 午後１時３０分から午後３時３０分
場 所：ときわプラザ（県立男女共同参画総合支援センター） 学習室
演 題：「これってDV？～DV・モラルハラスメントを考える～」

績 講 師：西山 さつき氏（NPO法人 レジリエンス 代表理事）
・パープル＆オレンジライトアップ

場 所：イオンモール徳島、県庁万代庁舎
・パネル展

場 所：県庁各庁舎、男女共同参画総合支援センター、とくぎんトモニプラザ他
・街頭啓発

場 所：イオンモール徳島
・啓発グッズの配布

ＤＶ及びデートＤＶの防止に関するリーフレット、カード、ポスター

ＤＶ被害者等支援ネットワーク 各こども女性相談センターにおいてＤＶ相談関係機関の職員を対象に事例研 ５－１ － 男女参画・人権課
研修会 究を実施し、資質の向上と相談活動の充実を図る。

実 ○各こども女性相談センターにおいて講演・事例研究と情報交換を行った。
・対 象：ＤＶ相談機関職員等
・日 時 等：中央こども女性相談センター 令和５年１２月４日

績 南部こども女性相談センター 令和５年１２月２２日
西部こども女性相談センター 令和５年１２月１２日

若年層からの「ｽﾄｯﾌﾟ!DV」推進事業 「ＤＶの被害者も加害者も発生させない」という視点から、デートＤＶ防止セミナー ５－１ １，１３４ 男女参画・人権課
の拡充等、若年層からのＤＶ予防教育・啓発の強化を図る。

実 ○若年層に向けたデートＤＶ防止セミナーを開催した。（大学・高校１０回、中学校１７回、看護学校４回 計３１回）
○高校生への公募による「啓発マンガ」を活用して作成した啓発冊子を、デートＤＶ防止セミナーにおいて配布、活用。

績 ○デートＤＶ防止セミナー受講者を「デートＤＶサポーター」とし、ＤＶ被害者支援及び相談窓口の周知強化を図った。

性暴力被害者支援センター運営事業 ワンストップで性暴力に関する相談を受け付け、関係機関との連携の下、被害者 ５－１ ４，７７８ 男女参画・人権課
の気持ちとニーズに沿った専門的な支援を提供する性暴力被害者支援センター
「よりそいの樹 とくしま（中央・南部・西部）」を運営する。

実 ○県内３圏域に１か所ずつ設置した性暴力被害者支援センターにおいて、２４時間体制で性暴力被害者からの相談を受け付け、支援にあたった。
績 相談件数 延べ１５４件（３センター合計）

性と健康の相談センター事業 男女問わずライフステージに応じた切れ目のない健康支援を総合的に推進す ５－１ ３，０６６ 子育て応援課
るため、適切な健康教育の実施や相談体制を確立するとともに、不妊・不育
で悩む夫婦等を対象として不妊専門相談センターを設置し、相談指導・情報
提供を行う。

実 ○各保健所において男女問わずライフステージに応じた切れ目のない健康支援の普及啓発・相談事業を実施した。
○徳島大学病院に徳島県不妊・不育相談室を設置し、不妊・不育に悩む夫婦等に対し、専門相談を実施した。

績 ・相談件数：延３２３件○各保健所において生涯を通じた女性の健康について普及啓発・相談事業を実施した。
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

１ 女性(続き)

性と健康の相談センター事業 男女問わずライフステージに応じた切れ目のない健康支援を総合的に推進す ５－１ ３，０６６ 子育て応援課
るため、適切な健康教育の実施や相談体制を確立するとともに、不妊・不育
で悩む夫婦等を対象として不妊専門相談センターを設置し、相談指導・情報
提供を行う。

実 ○各保健所において男女問わずライフステージに応じた切れ目のない健康支援の普及啓発・相談事業を実施した。
○徳島大学病院に徳島県不妊・不育相談室を設置し、不妊・不育に悩む夫婦等に対し、専門相談を実施した。

績 ・相談件数：延３２３件○各保健所において生涯を通じた女性の健康について普及啓発・相談事業を実施した。

女性が変える未来の農山漁村づくり 若手女性農業者の経営参画や起業、また地域活性化や六次産業化に向けた新 ５－１ １，３２１ 農林水産総合技術支援
事業 たなビジネスへのチャレンジを支援することで、農山漁村における男女共同 センター経営推進課

参画社会の形成や地域の活性化を図る。

○男女共同参画に関する研修会の開催
・実 施 数：５回
・開催場所：北島町、吉野川市、三好町、東みよし町
・内 容：男女共同参画の理念について理解促進を図るために講演会、研修会を実施した。また、県内の女性農業者活躍事例発表会等を開催し、女性活躍の理解促

実 進につなげた。
・対 象：県、市町村、農業協同組合等関係者及び生産者等
・参加者数：延べ １８５人

○農村女性パワーアップ講座の開催
・実 施 数：１９回
・開催場所：徳島市、石井町、藍住町、小松島市、阿南市、那賀町、吉野川市、阿波市、美馬市、三好市
・内 容：女性農業者の農業生産技術や経営力、加工技術向上を図る研修等により、農業経営におけるスキルアップ支援を行い、将来地域の中心となるリーダー育

成につなげた。
績 ・対 象：農業者、農業協同組合等関係機関担当者、市町村及び県関係者

・参加者数：延べ ２５８人
○新しい農林水産業ビジネスへのチャレンジ支援
・内 容：女性の視点を活かした地域活性化や6次産業化など、女性が取り組む「新たな農林水産業ビジネス」へのチャレンジを支援した。
・対象事業：多様な団体と連携し、地域資源を活用しながら、地域コミュニティーの育成に取り組む事業

多様な団体と連携し、新サービスや新商品の開発のための調査分析、展示会の開催などに取り組む事業
・採択団体：２団体

がんばるあなたのスキルアップ講座 男女共同参画社会の実現をはじめ、福祉や子育て、学校への支援など様々な ５－１ １０４ 総合教育センター
（旧女性のためのスキルアップ講座）活動を展開している方、また、ボランティア活動等で地域に貢献する方に、 生涯学習支援課

個々のスキルアップを図る研修を実施し、地域社会の活性化を図る。近年、
講座内容については、男女を問わず、共にスキルアップにつながるものが多
く、男性の参加にも対応するため、令和３年度より講座名を変更。

・日 時：令和５年５月２１日、５月２８日、６月３日、６月１７日
実 ・場 所：徳島県立総合教育センター

・内 容：講義、ワークショップ、実習
績 ・対 象：地域活動のためにスキルアップを図りたい方

・参加者数：延べ８０人

人権教育啓発リーダー養成講座事業 （再掲）Ｐ５ ３－１－（２） － あいぽーと徳島
５－１ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年７月２７日
・場 所：アスティとくしま ときわホール

績 ・内 容：「多様な社会はなぜ難しいのか」
・参加者数：８８人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

２ 子ども

青少年健全育成条例施行事務 青少年の健全な育成を阻害するおそれのある行為を防止し、社会環境の ５－２ １，０６５ 青少年・こども家庭課
整備を図る。

実 ○青少年健全育成条例の適正な運用により、青少年を取り巻く有害環境の浄化に努めるとともに、「とくしま青少年プラン２０２２」に基づき、施策の推進を図った。
績

ユースサポーター活動促進事業 各地域における子ども・若者の支援者として、「ユースサポーター」の養成 ５－２ ９５０ 青少年・こども家庭課
を行い、関係機関と連携しながら、その活動を促進することにより、有害環
境の浄化及び問題を抱えた子ども・若者の支援の充実を図る。

実 ○「ユースサポーター」を養成し、フィルタリングの利用促進を図るとともに、相談・支援活動を実施した
績

支援機関連携推進 困難を抱える子ども・若者の支援に関わる機関相互の連携推進を図るため、 ５－２ － 青少年・こども家庭課
協議会を開催し、情報交換並びに関係職員の資質向上を図る。

実 ○子ども・若者支援地域協議会を開催するとともに、関係職員の資質向上を図る研修会等を開催した。
績 １．協議会の開催

第１回
日 時：令和５年１２月１３日（水）
場 所：アスティとくしま
内 容：子ども・若者総合相談センター及び協議会における取組について

各構成機関における支援状況等の報告について
参加者数：２９名
※会場とオンラインのハイブリット開催。（講習会も同様に開催）

２．支援者養成講習会の開催
第１回 第２回
日 時：令和５年１２月１３日（水） 日 時：令和６年１月１２日（金）
場 所：アスティとくしま 場 所：アスティとくしま
講 師：合同会社Co-Work-A代表社員兼CEO 田中 成幸 講 師：認定特定非営利活動法人スチューデント・サポート・フェイス 理事 松尾 秀樹
内 容：子ども・若者を取り巻く状況と支援を巡るトレンド 内 容：ひきこもりの理解と対応～社会的孤立・排除を生まない総合的な支援体制の確立に向けて～
参加者数：４５名 参加者数：４３名

第３回
日 時：令和６年２月５日（月）
場 所：アスティとくしま
講 師：特定非営利活動法人Peer心理教育サポートネットワーク

理事長 小山 秀之
内 容：ネット依存・ゲーム障害の予防と対応－ネットやゲームは本当に問題なのか－
参加者数：５４名
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

２ 子ども(続き）

ヤングケアラー支援体制構築事業 関係機関の連携によりヤングケアラーを早期に把握し、適切な支援に繋げ ５－２ ６，０００ 青少年・こども家庭課
るとともに、当事者への寄り添い支援を実施する。

実 １．徳島県ヤングケアラー支援連絡会議
績 市町村、高齢介護、障がい福祉、教育等の関係機関による連絡会議を設置し、事例の収集・共有を実施するとともに、支援マニュアルの策定に係る検討を行い、

「支援の見える化」を図った。

２．オンラインサロン
当事者が悩みや経験を気軽に共有できる場として「オンラインサロン」を開催
R5年10月から毎月1回開催し、累計6回、当事者延べ53名参加

3.研修の開催 ②こどもの未来応援コーディネーター養成研修
①第４６回青少年フォーラム 日時：令和５年１１月１０日（金）
日時：令和５年８月１日（火） 場所：とくぎんトモニプラザ
場所：とくぎんトモニプラザ 講師：関東学院大学看護学部青木 由美恵 教授
講師：秋山 千佳（ジャーナリスト） 内容：ヤングケアラー支援について～子どもと家族を孤立させないための多職種連携～
内容：子どものSOS聞こえていますか？ 参加者数：８８名
参加者数：１１３名

③ヤングケアラー支援のための研修会 ④ヤングケアラーサポーター養成研修
日時：令和5年11月24日(金) （第1回）
場所：県万代庁舎講堂 日時：令和5年10月30日(月)
講師：Ｋ＆ 冠野 真弓 代表、 場所：（第1回）オンライン
内容：ヤングケアラーってなあに？ 講師：Ｎ．Ｋ．Ｃナーシングコアコーポレーション合同会社 神戸 貴子 代表社員、
参加者数：４７名 一般社団法人Psychoro 谷口 敏淳 代表

内容：ヤングケアラーの実態と対人援助スキル
（第2回）
日時：令和5年11月25日(土)
場所：とくぎんトモニプラザ
講師：Ｎ．Ｋ．Ｃナーシングコアコーポレーション合同会社
内容：サポーターとしてのコミュニケーションを学び・実践する
登録者数：８名

青少年社会参加活動 青少年の社会参加（ボランティア）の推進を、青少年団体と連携し実施する。 ５－２ － 青少年・こども家庭課

実 ○青少年センターまつり
績 ・日 時：令和５年１１月５日

・場 所：とくぎんトモニプラザ
・参加者：６００名
・内 容：ステージショー、昔遊び、茶道体験、eスポーツ大会など
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

２ 子ども(続き）

支援者養成講座 地域において、日常的に青少年の育成支援活動を担う支援者を養成する。 ５－２ － 青少年・こども家庭課

実 ○子ども・若者支援のためのコーディネーター養成講座
・日 時：①令和５年１０月１６日 ②令和５年１１月１０日
・場 所：①とくぎんトモニプラザ大会議室 ②とくぎんトモニプラザ大会議室

績 ・参加者数：３６名

非行防止環境づくり推進 非行防止に対する県民の理解と認識を深め、非行から青少年を守るという気 ５－２ ８１２ 青少年・こども家庭課
運を醸成する。

実 ○「防ごう！少年非行」県民総ぐるみ運動等を、関係機関・団体と連携し実施した。
績

児童虐待防止等対策事業 児童虐待の早期発見・早期対応や総合的な対策を検討するためのネットワー ５－２ １，０１５ 青少年・こども家庭課
クを形成し、あわせて児童相談所や児童養護施設等の機能強化を図る。

○市町村における要保護児童対策地域協議会の活動を促進するとともに、徳島県要保護児童対策協議会を開催し、関係機関のより一層の連携強化を図るとともに、児童
虐待防止対策強化プロジェクトについて、進捗状況を報告し、意見を頂いた。

○児童虐待防止セミナー・児童養護施設等職員研修の開催
実 ・内 容 ：児童虐待防止のため、市町村児童相談担当職員及び地域の関係者を対象に、セミナーを開催するとともに、医療的アドバイス研修を実施し、施設職員等

の発達障がい等の理解促進・専門性の向上につなげた。
・開催回数：セミナー４回、医療的アドバイス研修１５回

○２４時間３６５日体制整備事業の実施
・内 容：夜間・休日の虐待通告等に適切に対応できるよう中央こども女性相談センターに虐待対応協力員を設置し、対応している。

績 ・相談件数：１２０件(児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」 通告件数）

○児童虐待の通告義務や相談機関の周知を図るため、児童虐待防止推進月間（１１月）にあわせて児童虐待防止のための広報啓発イベント、市町村や関係機関・団体が
地域で行う児童虐待防止啓発活動を支援した。
・内 容：児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」の周知のためのキャンペーン、大型商業施設外観のライトアップと啓発パネル展、県庁県民ホールにて児童虐待

防止啓発パネル展示、市町村広報紙への記事掲載、啓発パネル・のぼりの貸し出し、啓発チラシ等の提供・配布。

現任保育士研修 （再掲）Ｐ１ ３－１－（１） － 子育て応援課
４－２
５－２

実 ・日 時：令和５年６月２２日、２８日、７月６日・２５日、８月２日・３日・１０日・２３日、２４日、２９日、３０日、３１日、
９月８日・１２日、１１月１０日・２４日、１２月５日

績 ・場 所：オンライン他
・参加者数：１,２５４人

講師団講師運営等事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－５ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年７月７日 ・日 時：令和５年９月１５日
・場 所：松茂町 松茂小学校 ・場 所：鳴門市 鳴門西小学校
・内 容：「人権教育を進めるにあたって」 ・内 容：「ＳＮＳ利用における人権問題について」

績 ・参加者数：１０人 ・参加者数：２５人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

２ 子ども(続き）

人権教育啓発リーダー養成講座事業 （再掲）Ｐ５ ３－１－（２） － あいぽーと徳島
５－２ （指定管理者）

・日 時：令和５年１０月２４日
実 ・場 所：アスティとくしま

・内 容：「無料塾」から見えるもの、いま社会に必要なもの
績 ・参加者数：３５人

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
（出張展示事業） ５－２ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年４月１５日～５月１１日 ・日 時：令和５年５月３０日～７月２５日
・場 所：徳島市 富田中学校 ・場 所：美馬市 脇町中学校

績 ・内 容：「沖縄戦とひめゆり学徒隊」パネル ・内 容：「知ってますか、同和問題」、「多文化共生の社会づくり」、
「あなたは大丈夫？考えようインターネット上と人権voL.3」パネル

・日 時：令和５年６月４日～１６日 ・日 時：令和５年８月２９日～９月５日
・場 所：徳島市 応神中学校 ・場 所：徳島市立高等学校
・内 容：「みんなともだち」、「みつけて人権」パネル ・内 容：「知っていますか、同和問題」パネル

・日 時：令和５年９月２０日～２９日 ・日 時：令和５年１０月６日～９日
・場 所：板野高等学校 ・場 所：徳島商業高等学校
・内 容：「あなたは大丈夫？考えようインターネットと人権vol.3」パネル ・内 容：「正しくつこう!インターネット」、「守ろう 私の人権 みんなの人権」パネル

生徒指導主事主任研修会 小学校、中学校、高等学校・特別支援学校の生徒指導主事主任の資質向上を ５－２ １４ いじめ・不登校対策
図るため、研修会を開催する。 課

実 ○小学校生徒指導主任研修会（５月１６日（火））、中学校生徒指導主事研修会（５月２３日（火））、公立高等学校及び特別支援学校生徒指導主事研修会（６月８日（木））
績 を実施した。

児童生徒の心のサポート体制づくり 臨床心理学を専攻する大学院生を「ライフサポーター」として学校からの要 ５－２ ３，８７５ いじめ・不登校対
推進事業 請に応じて派遣し、児童生徒・保護者・教員の教育相談にあたる。また、不 策課

登校でひきこもり傾向にある中学生・高校生のこころの居場所となる「ほっ
とスペースあせび」を開催し、様々な活動を通じて学校復帰や社会的自立に
繋がるよう支援する。

「ライフサポーター派遣」
実 ・時 期「ライフサポーター派遣」 「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」

・期 間：令和５年４月１日～令和６年３月３１日 ・期 間：令和５年４月１日～令和６年３月３１日
・派遣先：小・中・高等学校 ・回 数：１，４４３件
・回 数：ライフサポーター ２３４回
・内 容：不登校児童生徒への対応等

「ほっとスペースあせび」 「不登校児童生徒支援会議」２回開催
績 ・期 間：令和５年５月１２日～令和６年２月２１日 ・日 時：第１回 令和５年１０月６日（金）（Web会議）

・対 象：中学生・高校生 第２回 令和５年１０月１３日（金）（県職員会館）
・回 数：ほっとスペースあせび開催 ３２回 第３回 令和６年２月２日（金）（鳴門教育大学）
・内 容：不登校生徒の居場所づくり等
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

２ 子ども（続き）

スクールカウンセラー活用事業 不登校や問題行動等の未然防止や早期発見、早期解決のために「心の専門家」 ５－２ １１３，１３５ いじめ・不登校対策
である臨床心理学士等によるスクールカウンセラーを小・中・高等学校に配 課
置する。

実 ・実施校数 ：２８８校
績 ・配置人員数：６７人

いじめ問題等対策連絡協議会 各団体・関係機関と連携し、問題行動等の効果的な対応策等について協議す ５－２ 予算を伴わない いじめ・不登校対
る。 策課

○年間２回の会議を開催
実 ・いじめ問題等における課題について

・不登校の児童生徒の支援について 第１回 第２回
績 日時：令和５年６月１９日（月） 日時：令和６年１月２６日（金）

場所：県庁９階教育委員室 場所：県庁９階教育委員室

スクールソーシャルワーカー活用事 いじめや不登校等児童生徒の問題行動等に対応するため、市町村教育委員会 ５－２ ２３，５３４ いじめ・不登校対
業 及び公立小・中学校並びに徳島県教育委員会に「福祉の専門家」であるスク 策課

ールソーシャルワーカーを配置する。

実 ・配置数：２４市町村教育委員会（配置人数：１７人）
・学校問題解決支援チーム派遣事業（派遣回数：１９回）

績

スクールロイヤー活用事業 いじめ防止等対策のため、法律の専門家である弁護士が、その専門的知識・ ５－２ ９４４ いじめ・不登校対策
経験に基づき、いじめの防止等の対策に関わることにより、法的側面からい 課
じめの抑止、法令に基づく対応の徹底等、生徒指導上の諸課題の解決に資す
ることを目的とする。

実 ・出張授業（５回）
・法的なアドバイス（７回）

績 ・教職員向けの研修（１４回）
・ケース会議への参加（３回）

ＳＮＳ活用「生徒の心の相談」実証 問題の深刻化を未然に防止する観点から、いじめを含めた様々な悩みを抱え ５－２ １９，７１０ いじめ・不登校対策
事業 る児童生徒に対するＳＮＳ等を活用した相談体制の構築を推進し、児童生徒 課

の相談に係る多様な選択肢を用意することにより、教育相談体制の充実を図
る。

実 ・相談期間：令和５年４月２８日～令和６年３月３１日（３３９日間）
・対象：公立中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校中学部・高等部の生徒

績 ・相談受付件数：５１１件
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

３ 高齢者

高齢者の生きがいと健康づくり 高齢者の生きがいと健康づくりを推進するとともに、長寿社会について意識 ５－３ ３３，０６９ 長寿いきがい課
推進事業 啓発を図るなどのため、（公財）とくしま“あい”ランド推進協議会に対し、
（シルバー大学校の開講事業） 運営費を助成する。

実 ○内容：長寿社会についての啓発普及、高齢者の生きがいと健康づくりのための組織づくりとその育成、高齢者の社会活動振興のための指導者等の育成等シルバー大学
績 校における講義科目中、「人権問題」に関する科目を実施。

・日 時：令和５年６月２８日、７月２５日、９月１３日・２２日、１１月７日・９日・３０日、令和６年１月２２日・２９日
・場 所：シルバー大学校徳島校(あわぎんホール）ほか８ヶ所
・受講者数：延べ４８９人

敬老理念普及事業 高齢者を敬愛し、長寿を祝うとともに、敬老理念及び高齢者福祉への理解と ５－３ １４，３８２ 長寿いきがい課
関心を高める。

○敬老県民のつどい
実 ・日 時：令和５年９月７日

・場 所：あわぎんホール
・参加者数：約３００人

績 ○長寿者慶祝訪問
・実施数：敬老の日慶祝訪問（県内男女最高齢者・１０５歳到達者・地域で話題の高齢者）２４人、１００歳到達慶祝訪問（誕生日）３５７人

認知症コールセンター設置事業 認知症の人やその家族が抱えるさまざまな悩みごとの相談にワンストップで ５－３ ２，８５８ 長寿いきがい課
対応することを目的として認知症コールセンターを開設する。運営は、認知
症に関する相談業務のノウハウを有し、これまでにも認知症の人やその家族
への支援を積極的に行っている「公益社団法人認知症の人と家族の会徳島県
支部」に委託する。

実 ・相談件数：４２４件
績

若年性認知症支援コーディネーター 若年性認知症は、働き盛りに発症するため、高齢者の認知症の人とは異なる ５－３ １，６６４ 長寿いきがい課
設置事業 経済的、社会的な問題等が数多く発生することから、必要な支援制度とのマ

ッチングや、医療・介護・福祉・雇用等の関係者との連携調整を行う「若年
性認知症支援コーディネーター」を「認知症コールセンター」内に配置し、
相談対応の強化を図る。運営は、「認知症コールセンター」を運営する「公
益社団法人認知症の人と家族の会徳島県支部」に委託する。

実 ・若年性認知症支援コーディネーター数：１名
績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

３ 高齢者（続き）

高齢者の生きがいと健康づくり 健康、福祉、生きがい関連イベントの総合的な祭典を行うことにより、世代 ５－３ １３，７２５ 長寿いきがい課
推進事業 を越えた幅広い分野からの参加者がふれあいと交流により互いの理解を深
（徳島県健康福祉祭開催事業） め、「ぬくもりと活力ある長寿社会」づくりの契機とする。

・日 時：令和５年８月２７日～１２月１７日
実 ・場 所：＜スポーツ交流大会＞（東部・本大会）徳島市民吉野川運動広場（吉野川南岸河川敷）等、（南部サテライト大会）那賀川河川敷第３緑地公園等、

（西部サテライト大会）美馬市吉野川河畔ふれあい広場等
＜文化交流大会等＞あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）

績 ・主な内容：スポーツ文化交流大会、美術展、小学生の作文・絵コンクール等の開催
・参加者数：４，６４０人

介護実習・普及センター運営事業 高齢者介護の実習等を通じて、地域住民への介護知識、介護技術の普及を図 ５－３ ９，７５０ 長寿いきがい課
るとともに、介護機器の展示・相談体制を整備し、介護機器等の普及を図る
ため、社会福祉法人健祥会に運営委託する。

委 託 内 容
実 ○介護実習・普及事業

・主な内容：県民に対する高齢者介護意識の啓発、介護知識・技術の研修、介護を中心とした高齢者のニーズに係る情報提供等
績 ○介護機器普及事業

・主な内容：介護機器の展示、介護機器・住宅改造等に関する相談助言等

介護支援専門員更新（専門）研修 （再掲） Ｐ２０ ４－４ － 長寿いきがい課
５－３

主任介護支援専門員研修 （再掲） Ｐ２０ ４－４ － 長寿いきがい課
５－３

高齢者の権利を守る体制づくり事業 高齢者やその家族が安心して住み慣れた地域で暮らし続けられるように、市 ５－３ ９２ 長寿いきがい課
町村や地域包括支援センター等の職員を対象とした研修会を実施し、高齢者
虐待防止法の理解を深めるとともに、困難事例への対応策や効果的な取組事
例の紹介等を行い、対応力の強化を図る。

○高齢者虐待防止に関する研修会を行った。
実 ・日 時：令和５年９月２７日

・開催形態：オンライン型
績 ・内 容：高齢者虐待防止のための研修

・参加者数：５６人

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（２） － あいぽーと徳島
（出張展示） ５－３ （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年４月２７日～６月１３日
・場 所 ：阿南市役所 2階市民交流ロビー

績 ・内 容 ：「高齢者虐待関係」パネル
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

３ 高齢者（続き）

講師団講師運営等事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－３ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年６月２２日 ・日 時：令和５年９月２０日
・場 所：海南文化館 ・場 所：藍住町総合文化ホール

績 ・内 容：講演「認知症の理解と人権」 ・内 容：講演「介護犬と共に生きる～身近な人に感謝して～」」
・参加者数：６０人 ・参加者数：６１人

・日 時：令和５年１１月２７日、１２月１日
・場 所：阿波老人ホーム白寿園
・内 容：講演「高齢者・児童・職員の人権について」
・参加者数：９９人

人権教育啓発リーダー養成講座 （再掲）Ｐ５ ３－２－（２） － あいぽーと徳島
５－３ （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年６月１４日
・場 所 ：ふれあい健康館

績 ・内 容 ：講演「～超高齢社会の超逆転発想！高齢者が若者を支える地域づく
り～おんぶにだっこプロジェクト」

・参加者数：４９人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 障がい者

心の輪を広げる体験作文、障害者週 障がい者に対する県民の理解の促進を図るため、心の輪を広げる体験作文及 ５－４ １２０ 障がい福祉課
間のポスター募集 び障害者週間のポスターを募集し、県審査・全国審査により優秀者を表彰す

る。

実 ・応 募 件 数 ：作 文 ７３編、 ポスター １８点
績

ノーマピック・スポーツ大会 全国障害者スポーツ大会への派遣選手選考会を兼ねて、障がい者を対象とし ５－４ ２，５２７ スポーツ振興課

たスポーツ大会を開催し、交流と体力維持増進を図る。

実 ◯陸上競技 ◯卓球
績 ・日 時 ：令和５年５月７日（日） ・日 時 ：令和５年５月２１日（日）

・会 場 ：鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム ・会 場 ：徳島県立障がい者交流プラザ体育館
・参加選手：６１人 ・参加選手：２３人

◯フライングディスク ◯サウンドテニステーブル
・日 時 ：令和５年５月７日（日） ・日 時 ：令和５年５月２１日（日）
・会 場 ：鳴門・大塚スポーツパーク第２陸上競技場 ・会 場 ：徳島県立障がい者交流プラザ体育館
・参加選手：７０人 ・参加選手：１２人

◯ボウリング ◯ボッチャ
・日 時 ：令和５年５月２０日（土） ・日 時 ：令和５年５月２０日（土）
・会 場 ：スエヒロボウル ・会 場 ：徳島県立障がい者交流プラザ体育館
・参加選手：２８人 ・参加選手：９名

◯水泳
・日 時 ：令和５年５月１４日（日）
・会 場 ：徳島県立障がい者交流プラザ温水プール
・参加選手：７人

障がい者の集い県民大会 障がい者に対する県民の理解の促進を図るとともに、障がい者の社会参加を ５－４ ７２０ 障がい福祉課
促進する。

実 ・日 時 ：令和５年１２月９日
・場 所 ：徳島県立障がい者交流プラザ
・内 容 ：障がい者福祉功労者等の表彰、「心の輪を広げる体験作文」優秀作品朗読

績 ・参加者数：約１５０人

法律・視聴覚障がい者相談事業 障がい者が日常生活を営む上で生じる各種の問題・悩み等の相談に応じ、そ ５－４ １，２０４ 障がい福祉課
の福祉向上を図るため、弁護士等による専門相談を行う。

実 ・相談件数：３，１２３件
績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 障がい者（続き）

精神障がい者地域生活支援事業 障がい者に対する県民の理解を深め、誰もが明るく暮らせる社会づくりを ５－４ １，０００ 健康寿命推進課
促進する。

○「目で見る精神保健展」開催
・日 時 ：令和５年１１月２８日～１１月２９日

実 ・場 所 ：徳島市ふれあい健康館
・主な内容：県内の精神科病院入院患者等が作成した手工芸品等の展示・即売
・参加者数：１，０００人

○「阿波っ子の心の健康づくり巡回指導」
・訪問学校数（回数）：１６校（１６回）

績 ・受講人数：１，２１２名
・講師職種：精神科医、精神保健福祉士、スクールカウンセラー、保健師

○精神保健福祉に関する知識の普及啓発を目的として「普及啓発誌：めんたるへるす」の発行
・内 容 ：時代に即したテーマでの専門家の意見
・作成部数：２，０００部
・配付先 ：精神科病院、精神障害者社会復帰施設等

障がい者雇用促進強化事業 「徳島県障がい者の雇用の促進等に関する条例」に基づき、企業に対する障 ５－４ １２１ 労働雇用政策課
がい者雇用に関する情報提供を行い、理解を深め雇用促進を図る。

○障がい者雇用に関する理解促進
実 ・①障がい者雇用優良企業や②優良勤労障がい者（チャレンジドとくしま賞）に対して表彰：①４企業、②６名

・関係機関と連携し、企業と就労を目指す特別支援学校の生徒との懇談会である「ゆめチャレ」を実施：１回
績 ・特別支援学校で取り組んでいる職業教育の授業などを見学する「はたらく力」見学会の開催：１回

・障がい者雇用優良企業パネル展の開催：２回
○とくしま障がい者雇用促進県民会議の開催：１回

障がい者雇用企業連携推進事業 関係機関との連携や企業訪問の実施により、障がい者雇用に実績のある企業 ５－４ ７，４００ 労働雇用政策課
と今後障がい者雇用を予定している企業の情報を収集・発信するとともに、
障がい者雇用を検討している企業間の情報交換や交流の仕組みを構築し、民
間企業における障がい者雇用を促進する。

実 ○企業相談コーディネーターによる企業訪問：延べ３５８社
績 ○企業情報交換会議の開催：３回

人権教育啓発事業 （再掲）Ｐ１ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
あいぽーとスタディ ５－４ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年８月１７日、令和６年１月１６日、２月１４日、３月１５日
・内 容：県内外民政員児童委員協議会等（４団体）

績 ・参加者数：４０人

障がい者問題学習事業 （再掲）Ｐ２ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
５－４ （指定管理者）

実 ・ 日 時：令和５年４月１９日ほか（全８３回）
・ 内 容：人権推進員による講演と体験型研修

績 ・ 参加者数：４，０５６人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 障がい者（続き）

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（１ － あいぽーと徳島
（出張展示） ５－４ （指定管理者）

・日 時：令和５年６月１３日～９月１４日 ・日 時：令和６年３月５日～１２日
実 ・場 所：阿南市役所 ・場 所：美馬市地域交流センターミライズ

・内 容：「気づこう。知ろう・見つけよう～大人の発達障がいについて～」 ・内 容：「ハンセン病の向こう側」
績

人権教育啓発リーダー養成講座 （再掲）Ｐ５ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－４ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年９月７日
・場 所：アスティとくしま ときわホール

績 ・内 容：「フラットな関係の就労支援が障がい者当事者の問題を解決していく、障がいのあるひと、支援するひと。クラフトビール醸造に与えるものと受けるもの」
・参加者数：６３人

講師団講師運営等事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－４ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年１０月１３日 ・日 時：令和６年２月１５日
・場 所：（株）リブドゥコーポレーション徳島貞光工場 ・場 所：県障がい交流プラザ

績 ・内 容：講演「障がい者の人権について～障がいを持って働く人への配慮～」 ・内 容：講演「障害者差別解消法の改正について」
・参加者数：１６人 ・参加者数：４０人

特別支援教育「地域まるごと専門性 特別な支援を必要とする幼児児童生徒が、必要な支援を受けながら学び、 ５－４ ４，２３４ 特別支援教育課
向上」事業 活躍できるよう、合理的配慮を含む「支援の充実」と新しい時代の特別支

援教育に携わる「人材育成」を図ることにより、一人ひとりが輝く「ダイ
バーシティとくしま」の実現を目指す。

実施期間：令和５年４月～令和６年３月（延べ人数）
○特別支援学校、小・中学校の特別支援教育巡回相談員が、出張相談、来校相談、電話相談等を行った。
・巡回相談員数： ３３人

実 ・相談件数：２、２１６件
○ボランティアの派遣を行った。
・視覚障がいの児童生徒への視機能測定や教材等支援に関するボランティア １０回 １０人
・聴覚障がいの児童生徒への要約筆記等に関するボランティア ４回 ８人

○医療的ケア担当者の研修会を行った。 ：2回 160人
○摂食指導のコンサルテーションを行った。 ：2事例 2回
○給食等の指導研修会を行った。 ：1回 85名

績 ○特別支援学級担任者研修会を行った。 ：15回 1008名
○特別支援教育コーディネーター研修を行った。：7回 752名
○学校リーダー研修を行った。 ：1回 89人
○特別支援教育巡回相談員研修を行った。 ：8回 178人
○特別支援教育アドバンスセミナーを行った。 ：3回 841人
○通級による指導担当教員研修会を行った。 ：5回 134人
○発達障がい等パートナー養成講座を行った。 ：7回 78人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

４ 障がい者（続き）

社会で活躍サポート事業 特別支援学校の生徒が、社会で活躍するために必要な能力や態度を身に付 ５－４ ５，５７８ 特別支援教育課
け、卒業後の社会生活にスムーズに移行できるよう、専門家等との連携に
よるキャリア教育の充実及び教職員の専門性の向上を図る。
また、事業所等に対する障がい理解等の促進を図るとともに、労働や福祉
との連携による職場への定着に向けた支援を推進することにより、特別支
援学校の生徒の就労及び職場定着を図る。

○進路指導主事による在校生への進路支援及び卒業生への職場巡回支援（アフターフォロー）を実施。１９８事業所を訪問し、１０６事業所で就業体験を行った。
実 ○高等部生徒の職業技能向上を目的とした「とくしま特別支援学校技能検定」では、新分野「流通」を加えた５分野（接客、ビルメンテナンス、介護、ＩＣＴ、流通）

で検定を実施し、延べ４５７名の生徒が受検。
○生徒たちが技能検定で培った技能を競い合うとともに、学校間の交流を推進する「とくしま特別支援学校技能甲子園（ビルメンテナンス）」を実施。特別支援学校６

績 校から７０名が参加。
○事業所等に対して、障がい者の就労に関する理解を促進するため、特別支援学校の見学会を開催。１０企業体が参加。

県立総合看護学校における教育の （再掲）Ｐ２ ３－１－（１） － 医療政策課
充実（看護師等養成事業） ４－３

５－４
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

５ 同和問題

部落差別解消推進法の周知 平成２８年１２月１６日に公布・施行された「部落差別の解消の推進に関す ３－２－（１） － あいぽーと徳島
る法律」の目的や内容等について、広く県民の方に知っていただくとともに、 ５－５ （指定管理者）
県職員に周知するため広報誌等を活用して周知を図る。 男女参画・人権課

実 ・県民ホールで｢知っていますか同和問題｣のパネル展示と同時に掲示。
績

人権行政ネットワーク連絡会議の開 （再掲）Ｐ１４ ６－２ 予算を伴わない 男女参画・人権課
催

同和問題啓発資料作成 同和問題に対する正しい理解と認識を深めるため、啓発資料を作成する。 ５－５ ５７２ 男女参画・人権課

実 ○同和問題啓発テキスト「よあけ」を作成した。
・内 容：同和問題に対する正しい理解と認識を深める。

績 ・作成部数：２，５００部
・配 付 先：市町村等

人権フェスティバル （再掲）Ｐ７ ３－２－（１） ５，８０２ 男女参画・人権課
（とくしま共に生きるフェスタ開催 ６－２
事業）

講師団講師運営等事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－５ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年１１月７日
・場 所：西麻植地区公民館
・内 容：「推進法当の法律について」

績 ・参加者数：３５人

人権教育啓発リーダー養成講座 （再掲）Ｐ５ ３－１－（２） - あいぽーと徳島
５－５ （指定管理者）

実 ・日 時：令和６年１月１９日
・場 所：アスティとくしま

績 ・内 容：「これからの部落問題」
・参加者数：６４人

人権教育研修セミナー（教職員対象）（再掲）Ｐ５ ３－１－（１） - あいぽーと徳島
５－５ （指定管理者）

実 ・日 時：令和６年７月１０日 ・日 時：令和６年８月１０日
・場 所：徳島科学技術高等学校 ・場 所：三好中学校

績 ・内 容：「部落差別解消への展望～人権意識調査結果から人権啓発の課題が見えた～」 ・内 容：「心の窓を開くことから好感・共感・親近感が人権力を育む
・参加者数：６７人 ～更なる人権・同和問題の解決めざして～」

・参加者数：１４人
・日 時：令和６年１１月９日
・場 所：藍住東小学校
・内 容：「部落問題学習～同和教育の歴史～」
・参加者数：２１人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

５ 同和問題（続き）

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
（出張展示） ５－５ （指定管理者）

実 ○日 時：令和５年７月１４日～９月１４日 ○日 時：令和５年８月２９日～９月５日
・場 所：阿南市役所 ・場 所：徳島市立高等学校

績 ・内 容：「知っていますか、同和問題」 ・内 容：「知っていますか、同和問題」

○日 時：令和５年９月８日～１２日
・場 所：小松島市サウンドハウスホール
・内 容：「知っていますか、同和問題」

同和問題講演会事業 同和問題講演会 ３－２－（１） － あいぽーと徳島
５－５ （指定管理者）

実 ・同和問題講演会
・日 時:令和５年１１月１８日 場 所：アスティとくしま 講 師: 西田 芳正

績 ・内 容：｢排除型社会の罠から抜け出すためにー人権・同和問題に関わる市民意識調査の分析を通してー
・参加者数：１８人

人権教育啓発講演会事業 （再掲）Ｐ２ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
５－５ （指定管理者）

・日 時：令和５年６月１４日 ・日 時：令和５年６月２１日
実 ・場 所：三加茂中学校 ・場 所：助任小学校

・内 容：「差別を乗り越えて文化を取り戻す」 ・内 容：「部落差別を自分の問題として」
・参加者数：６２人 ・参加者数：１６１人

・日 時：令和５年７月７日 ・日 時：令和５年７月１１日
績 ・場 所：北井上小学校 ・場 所：北井上小学校

・内 容：「阿波木偶箱まわし保存の取組について」 ・内 容：「箱廻しと北井上」
・参加者数：７１人 ・参加者数：１３７人

・日 時：令和５年１１月２０日
・場 所：美馬市地域交流センターミライズ
・内 容：「福を運んだ三番叟まわし」
・参加者数：２８６人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

６ 外国人

外国人にやさしい徳島づくり 在県外国人が暮らしやすい地域づくりを一層推進する。 ５－６ １２，００４ 生活環境政策課
推進事業 国際交流室

○「とくしま外国人支援ボランティア」の募集・登録
・内容：県内在住外国人の支援を行う県民等を「とくしま外国人支援ボランティア」として募集・登録を実施した。

実 ・内容：県内に居住する外国人等を「地域共生サポーター」等を行う会員として登録し、行政情報の伝達、行政に対する意見の取次ぎ、生活相談への対応等を行った。
・登録者数：４１５人

○国際理解の推進
・内容：国際理解を推進し、世界的な視野で物事を考えられる人材を養成するため、有識者の講演によるフォーラム等を開催した。

績 ○大規模災害時外国人支援対応訓練の実施
・日時 ：令和５年１２月５日
・場 所 ：とくしま国際戦略センター
・参加者数：２０名

地域で学ぶ！日本語教育推進事業 在県外国人が暮らしやすい地域づくりを一層推進する。 ５－６ １０，５９３ 生活環境政策課
国際交流室

○夏休みこどもサマースクールの開催
・日 時 ：令和５年７月２１日から８月２日まで

実 ・場 所 ：とくしま国際戦略センター
・参加者数：２７名
○生活支援講座（日本語教室）の開催
・参加者数：延べ２７９人

績 ○生活支援講座（日本語教室）の開催（地域開催分）
・開催地域：８地域
・参加者数：延べ２０１人

とくしま国際戦略センター推進事業 在県外国人が暮らしやすい地域づくりを一層推進する。 ５－６ ２０，０００ 生活環境政策課
国際交流室

○在県外国人の生活相談
・多言語相談員(英語、中国語、ベトナム語）の配置：３人

実 ・４者間電話通訳(２１言語)の導入
・相談件数：８９５件

○ホームページから外国人に必要な情報を集約して発信（英語・中国語・ベトナム語・韓国語）
・リビングガイドブック、多文化共生ハンドブック、防災ハンドフック等の電子媒体（ＰＤＦファイル）による提供等
・新型コロナウィルス感染症に関する特設コーナーを設置(令和２年５月から)

○「徳島県外国人相談支援ネットワーク会議」の開催（年２回）
績 ・内容：外国人の支援や相談にあたる県内の市町村、関係機関、団体による情報・意見交換を行った。

・開催日及び参加者数： 令和５年７月１４日 ６４名、令和６年１月２３日 ５８名
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和５年度実績額 担 当 課

６ 外国人（続き）

地域とつなぐ！在住外国人支援事業 在県外国人が暮らしやすい地域づくりを一層推進する。 ５－６ ３，７３５ 生活環境政策課
国際交流室

実 ○地域外国人コーディネーターによる市町村及び交流団体との連携による外国人受入環境整備の促進
績

とくしま外国人雇用促進事業 外国人にとって働きやすい環境づくりとともに、県内企業の労働力確保を ５－６ ６，５００ 労働雇用政策課
図るため、外国人材及び県内企業双方のニーズを踏まえた、包括的な支援
を行う。

実 ○外国人労働相談の設置：令和５年度相談件数：８０件
積 ○外国人材の雇用に関するセミナーをオンラインで開催した。（開催日及び参加者数：令和６年３月１３日、６８名）

○就職面接会「グローバルキャリアフェア」を開催した。（開催日及び参加者数：令和５年９月７日、９８名）
○就労支援講座では、自動車運転免許取得支援講座等、５講座を実施した。

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
（出張展示） ５－６ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年１１月９日～令和６年１月５日
・場 所：阿南市役所

績 ・内 容：「私たちの身近にあるヘイトスピーチ」

人権教育啓発講演会事業 （再掲）Ｐ２ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
５－６ （指定管理者）

・日 時：令和５年６月２２日 ・日 時：令和５年１１月６日
実 ・場 所：徳島中央高等学校 ・場 所：鳴門中学校

・内 容：「私からはじめる私たちの多様性社会」 ・内 容：「アフリカ少年と考える多様性のある社会」
・参加者数：３３人 ・参加者数：１８５人

・日 時：令和５年１１月７日
績 ・場 所：名西高等学校

・内 容：「アフリカ少年が日本で育って考えたこと」
・参加者数：２９０人

人権教育啓発リーダー養成講座 （再掲）Ｐ５ ３－２－（２） － あいぽーと徳島
５－６ （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年１２月１３日
・場 所 ：アスティとくしま ときわホール

績 ・内 容 ：講演「コミュニケーションの場づくりから進める多文化共生
～多数派の意見を変えることの大切さ～」

・参加者数：８２人



- 43 -

（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

７ ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等

エイズ対策促進事業 エイズの蔓延防止のため、一般県民に対してエイズに関する正しい知識の ５－７ １，４５６ 感染症対策課
普及啓発を行い、相談検査体制の充実と医療体制の整備を図る。

○各保健所において住民への啓発活動、及び管内高校生等への啓発教育を実施した。

実 ○エイズ治療拠点病院を拡大し、エイズ治療体制の整備を図った。
・エイズ治療中核拠点病院（徳島大学病院、徳島県立中央病院）
・エイズ治療拠点病院（徳島県立三好病院、徳島県立海部病院、徳島県鳴門病院、阿南医療センター）

績
○エイズ相談（来所相談、電話相談、エイズホットライン）、エイズ抗体検査を実施した。
・相談件数：５７２件 ・検査件数：２４９件

性に関する研修会 学校における性に関する教育（エイズ教育も含む）の一層の充実を図るため ５－７ ０ 体育健康安全課
教職員を対象に研修会を実施する。

実 ○令和５年度学校保健・安全研修会：令和６年２月２２日（木）（徳島県立総合教育センター）
績

ハンセン病対策事業 ハンセン病回復者の福祉向上に資する事業を実施するとともに、県民に対し ５－７ ９４７ 健康寿命推進課
て正しいハンセン病の知識の普及啓発を行い、差別や偏見の解消を図る。

○「ふるさと徳島」の情報発信、県人入所者等との交流
①地元新聞の送付

実 年間を通じ、２園に送付した。
②療養所入所者の訪問状況調査、大島青松園夏祭りへの参加
療養所を訪問し、入所者との交流や、健康状態等の確認を行った。

績 ③里帰り事業の実施
回復者の里帰りにより、福祉の向上を図った。（２園）

○正しい知識の普及啓発
①パネル展の開催
ハンセン病人権劇「千の舞い」に関するパネルを展示した。

講師団講師運営等事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（２） － あいぽーと徳島
５－７ （指定管理者）

実 ・日 時：令和６年２月６日
・場 所：松茂町総合会館
・内 容：「ハンセン病元患者の人権について」

績 ・参加者数：４０人

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
（出張展示） ５－７ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年１０月３１日～１１月７日
・場 所：徳島市立西矢野会館

績 ・内 容：「ハンセン病の向こう側」
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

７ ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等（続き）

ハンセン病講演会事業 徳島県ハンセン病支援協会と連携し県民と一緒に大島青松園への訪問を行 ３－２－（１） － あいぽーと徳島
い、入所者との交流を図る。 ５－７ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年１０月２５日
・場 所：国立療養所大島青松園

績 ・内 容：ハンセン病問題学習－知ってほしいハンセン病のこと－
・参加者数：２８人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

８ 犯罪被害者等

犯罪被害者支援総合対策事業 徳島県犯罪被害者等支援推進計画に基づき、関係機関と連携のうえ、各種施 ５－８ － 消費者政策課
策を総合的に推進し、犯罪被害者やその御家族に寄り添った支援を展開する。

○徳島県犯罪被害者等支援審議会の開催（開催回数：１回）

○「支援をつなぐ！犯罪被害者等サポート事業」
実

①総合的支援体制の確立
・（公社）徳島被害者支援センターに支援コーディネーターの配置
・大学生対象研修会の開催
「被害者支援を考え・学ぶ講座」（令和５年１０月２２日（日））

・市町村の窓口対応者、関係機関実務者を対象とした研修会の開催
「犯罪被害者等支援市町村等窓口担当者研修会」（令和６年１月２４日（水））

績
②犯罪被害者週間講演会の開催
・日 時：令和５年１１月２９日（水）
・場 所：徳島グランヴィリオホテル
・内 容：演題「少年事件の被害者になって、考えたこと」

講師 山口 由美子氏（西鉄高速バスジャック事件犯罪被害者）
・参加者数：約１６０名

③犯罪被害遺児等未来応援金の創設
・対象者：県内に居住する１８歳未満の犯罪被害遺児等
・支給額：年額１２万円（毎年１回・基準日１月１日）

①総合的支援体制の確立

少年サポートアドバイザーの活用 少年サポートアドバイザーを委嘱し、被害少年や要保護少年の支援体制を ５－８ ７７ 警察本部少年女性
確立するとともに、被害少年に対するカウンセリングや少年補導職員等支援 安全対策課
担当者に対する研修等を実施し、適切な被害少年等の支援と被害少年対策担
当職員の資質向上を図る。

実 ○少年補導職員等支援担当者への研修１回、継続的支援等のケースに対するスーパービジョンを４回実施した。
績 ・件 数 ： ５件（５回）

講師団講師研修事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－８ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年９月３０日
・場 所：沖洲マリンターミナル
・内 容：「なぜ人は被害者を責めるのか」

績 ・参加者数：６１人



- 46 -

（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

８ 犯罪被害者等（続き）

犯罪被害者支援の推進 警察における犯罪被害者支援を推進する。 ５－８ ６，７５６ 警察本部情報発信課

○指定被害者支援要員による犯罪被害者等への支援
警察署等において犯罪被害者等を直接支援する指定被害者支援要員を指定し、支援が必要な事件の犯罪被害者等に対する支援活動を行った。
・運用事件数：１２５事案
・支援数:３５４回

○医療費等の公費負担
傷害などの身体犯被害者や性犯罪被害者に対する医療費や診断書料、カウンセリング費用、一時避難場所借料などの一部を公費負担し、犯罪被害者等の経済的負担・
精神的負担の軽減を図った。

実 ・５４件 ４４万５５４０円

○犯罪被害者等支援業務の委託
犯罪被害者等支援業務の一部を（公社）徳島被害者支援センターに委託し、相談、直接支援、広報啓発など警察だけでは不十分となる支援の充実を図った。
・相談１７６件、直接支援１７件、広報啓発（命の大切さを学ぶ教室）９回

○徳島県犯罪被害者支援連絡協議会の総会開催
総会では、想定事例（見知らぬ男に殺害された被害者等への支援）に基づく実戦的シミュレーションを実施し、各会員機関・団体が対応可能な支援について取りまと

めた資料を会員間で共有するなどして被害者支援に関する意見交換、相互の連携強化等を図った。
・日 時 ：令和５年８月１日
・場 所 ：徳島県警察本部９階 大会議室
・対 象 ：犯罪被害者支援連絡協議会会員（３５機関・団体）

績 ○警察署単位の犯罪被害者支援連絡協議会の総会開催
各警察署単位で結成されている地区別犯罪被害者支援連絡協議会の総会を随時開催した。各総会では、想定事例（見知らぬ男に殺害された被害者等への支援）に基づ

く実戦的シミュレーションなどを実施し、会員相互の連携強化等を図った。
・開催回数：８回（会議形式による開催が８警察署）

○被害相談窓口の利用促進等広報キャンペーンの実施
犯罪被害者週間に合わせ、令和５年１２月１日にイオンモール徳島で、会員が、被害者支援のぼりを掲げて犯罪被害者等の支援の必要性や被害相談窓口の利用等を呼

びかけるとともに、広報啓発資料３００セットを手渡した。徳島県犯罪被害者支援連絡協議会主催、会員１８団体３７人が参加

○被害者支援講演会の開催（徳島被害者支援センターとの共催）
・日 時 ：令和５年１１月２９日
・場 所 ：徳島グランヴィリオホテル １階ホール
・内 容 ：犯罪被害者週間講演会 演題「少年事件の被害者になって、考えたこと」

講師 山口由美子氏（西鉄高速バスハイジャック事件犯罪被害者）
・講演会参加者数：約１６０人

○命の大切さを学ぶ教室の開催（徳島被害者支援センターとの共催）
中学生、高校生等を対象として、犯罪被害者等の思いや立場を理解してもらい、また、自分や他人の命を大切にすること、いじめや暴力をなくすことなどについて今
まで以上に強く感じ取ってもらうことを目的に犯罪被害者や遺族等が講演を行う「命の大切さを学ぶ教室」を開催した。
・開催回数９回 ・参加者数５１３人

○「大切な命を守る」全国中学・高校生作文コンクールの募集
「社会全体で被害者を支え、被害者も加害者も出さない街づくり」の施策の一環として、「命の大切さを学ぶ教室」を受講するなどした県内の中学・高校生を対象に
大切な命を守ることに対する作文を募集した。
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

９ 刑を終えて出所した人等

人権フェスティバル等における啓発 人権フェスティバル等において、刑を終えて出所した人の人権及び社会復帰 ５－９ － 男女参画・人権課、
資料の配布 に関する啓発資料を配布する。 － あいぽーと

（指定管理者）

実 ・配布資料名：人権ポケットブック⑬「罪を償った人と人権―刑を終えて出所した人―」
績

再犯防止推進協議会の開催 犯罪を犯した者等を支援するための課題等の情報共有や徳島県再犯防止推進 ５－９ － 消費者政策課
計画の管理・検証等を行う。

実 ・日 時 ：令和５年１１月３０日（木）
績 ・場 所 ：徳島グランヴィリオホテル

・内 容 ：県再犯防止推進計画における課題解決に向けた取組状況等について

再犯防止に関する相談窓口設置 犯罪を犯した者等が、多様化が進む社会において孤立することなく、抱える ５－９ ９７４ 消費者政策課
悩みや課題等を相談できる窓口を設置することにより、再犯の防止を図る。

実 ・（社福）徳島県社会福祉事業団に委託し、罪を犯した者やその家族並びに支援者等の相談機関として、令和５年７月１日から「徳島県再犯防止相談窓口」の本格運用
績 を開始した。

講師団講師派遣事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－９ （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年１０月２０日
・場 所：ジュニアクラブ蔵本
・内 容：「刑務所出所者の社会復帰について」

績 ・参加者数：１２人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

10 インターネットによる人権侵害

インターネット上の差別書込に対 県職員と、四国大学、德島文理大学、鳴門教育大学の学生のモニターが連携 ５－10 ２８１ 男女参画・人権課
するモニタリングの実施 して、インターネット上の掲示板等における定期的なモニタリングを実施し、

悪質な差別書込を発見した場合には、サイト管理者等へ削除依頼を行うこと
により、インターネット上の差別書込の抑止･削減につなげる。

実 ・実施期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日
績 ・実施結果 削除依頼は１５３件行った。うち削除されたもの１４８件。

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
（出張展示） ５－10 （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年５月３０日～７月２５日 ・日 時 ：令和５年８月８日～２２日
・場 所 ：美馬市 脇町中学校 ・場 所 ：徳島県立総合教育センター

績 ・内 容 ：「あなたは大丈夫？考えようインターネットと人権vol.3」 ・内 容 ：「あなたは大丈夫？考えようインターネットと人権vol.3」

・日 時 ：令和５年９月２０日～２９日 ・日 時 ：令和５年１０月６日～９日
・場 所 ：板野高等学校 ・場 所 ：徳島商業高等学校
・内 容 ：「あなたは大丈夫？考えようインターネットと人権vol.3」 ・内 容 ：「正しく使おう！インターネット」

・日 時 ：令和５年１１月２１日～１２月１２日
・場 所 ：日和佐公民館
・内 容 ：「あなたは大丈夫？考えようインターネットと＜四訂版＞」

講師団講師運営等事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－10 （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年１１月１３日 ・日 時：令和５年１２月１５日
・場 所：児童養護施設 宝田寮 ・場 所：那賀町鷲敷野外活動センター

績 ・内 容：講演「インターネットによる人権侵害について」 ・内 容：講演「インターネットと人権」
・参加者数：２５人 ・参加者数：２０人

・日 時：令和６年３月２日
・場 所：障がい者交流プラザ
・内 容：講演「インターネットによる人権侵害」
・参加者数：１１人

人権教育啓発リーダー養成講座 （再掲）Ｐ５ ３－２－（２） － あいぽーと徳島
５－10 （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年８月９日
・場 所 ：水産会館

績 ・内 容 ：講演「インターネットと人権」
・参加者数：８０人

人権教育研修セミナー（教職員対象）（再掲）Ｐ５ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
５－10 （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年６月８日 ・日 時：令和６年８月２９日
・場 所 ：岩脇小学校 ・場 所：阿南中学校

績 ・内 容 ：講演「子どもが危ない！ネット社会～ネット被害から子どもを守れ～」 ・内 容：「ネット人権侵害と部落差別の現実～『寝た子』はネットで
・参加者数：１２人 起こされる!?～」

・参加者数：３３人
・日 時 ：令和６年２月８日
・場 所 ：伊座利小学校
・内 容 ：講演「スマホやＳＮＳのトラブルから身を守るために」
・参加者数：１１人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

10 インターネットによる人権侵害（続き）

人権教育啓発講演会事業 （再掲）Ｐ２ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
５－10 （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年７月１１日 ・日 時 ：令和５年１２月１９日
・場 所 ：城西高等学校 ・場 所 ：みなと高等学園

績 ・内 容 ：「インターネットと人権」 ・内 容 ：「スマホやSNSかのトラブルから身を守るために」
・参加者数：１６７人 ・参加者数：１２２人

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

11 アイヌの人々

人権フェスティバル等における啓発 人権フェスティバル等において、アイヌの人々と人権に関する啓発資料を配 ５－11 － 男女参画・人権課、
資料の配布 布する。 － あいぽーと徳島

（指定管理者）

実 ・配布資料名：人権ポケットブック⑫「アイヌの人々と人権」
績
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

12 様々な人権課題

人権フェスティバル （再掲）Ｐ７ ３－２－（１） ５，８０２ 男女参画・人権課
（とくしま共に生きるフェスタ開催 ６－２
事業）

実 ・日時：令和５年１２月１日～２１日
・場所：ＷＥＢ配信

績 ・主な内容
・人権講演会「性の多様性 初めてのLGBT入門」講師：星賢人
・人権講演会「人権文化を考える～福を運んだ人形まわし～」講師：阿波木偶箱まわし保存会

・日時：令和６年１月１０日～３１日
・場所：ＷＥＢ配信
・主な内容
・人権講演会「ダブルハッピネス 辛さが２倍なら楽しさも２倍！」講師：杉山文野
・人権講演会「インターネットと人権～ネットで被害者にも加害者にもならないために～」講師：石川千明
・「人権落語」講師：桂七福

・まちかどパネル展開催（県内２４市町村の公的施設、商業施設３箇所）
令和５年１１月２日～令和６年２月２４日

若者発！人権啓発映像コンテンツ発 （再掲）Ｐ７ ３－２－（１） ７４５ 男女参画・人権課
信事業 ６－２

カラーフリー文化祭事業 他団体との交流連携により、ＬＧＢＴについての県民の人権 ５－12 あいぽーと徳島
意識の高揚を図る。 （指定管理者）

実 ・日 時：令和６年２月２５日
・場 所：アスティとくしま ときわホール

績 ・内 容：講演：「ＬＧＢＴＱ＋と法律～意外と身近だよ？～」ほか
・参加者数：８０人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

12 様々な人権課題 （続き）

人権啓発パネル等展示 （再掲）Ｐ９ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
（出張展示） ５－12 （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年４月２５日～５月９日 ・日 時：令和５年４月１５日～５月１１日
・場 所：徳島県立総合教育センター ・場 所：徳島市富田中学校

績 ・内 容：「みつけて人権」 ・内 容：「沖縄戦とひめゆり学徒隊」

・日 時：令和５年６月１日～３０日 ・日 時：令和５年６月４日～１６日
・場 所：パブリックギャラリー千秋閣 ・場 所：徳島市応神中学校
・内 容：「性の多様性関係」 ・内 容：「みんなともだち」「みつけて人権」

・日 時：令和５年６月３０日～７月１９日 ・日 時：令和５年６月２３日～２９日
・場 所：伊島連絡船待合所 ・場 所：ゆめタウン徳島
・内 容：「みんなともだち」 ・内 容：「みんなともだち」

・日 時：令和５年８月３１日～９月８日 ・日 時：令和５年８月２５日～２９日
・場 所：城ノ内中等教育学校 ・場 所：サウンドハウスホール
・内 容：「みつけて人権」 ・内 容：「みつけて人権」

・日 時：令和５年９月５日～１５日 ・日 時：令和５年９月３日～１３日
・場 所：美馬市三島会館 ・場 所：名西高等学校
・内 容：「人権全般関係②」 ・内 容：「世界人権宣言」

・日 時：令和５年１０月４日～１３日 ・日 時：令和５年９月１４日～１１日９日
・場 所：吉野川市湯立会館 ・場 所：阿南市役所
・内 容：「世界、そして東北で生きる子どもたち」、「みつけて人権」 ・内 容：「性の多様性関係」

・日 時：令和５年１０月２５日～１１月１０日 ・日 時：令和５年１０月１４日～１７日
・場 所：本庄教育集会所 ・場 所：文化の森二十一世紀館
・内 容：「人権全般関係①」、「人権全般関係②」 ・内 容：「世界、そして東北で生きる子どもたち」

・日 時：令和５年１１月８日～１４日 ・日 時：令和５年１０月３１日～１１月１５日
・場 所：サウンドハウスホール ・場 所：藍住町役場
・内 容：「知ってほしい たいせつな生命のこと」 ・内 容：「デートＤＶって・・・なに？」

・日 時：令和５年１１月１２日～１２月７日 ・日 時：令和５年１１月２８日～１２月８日
・場 所：美馬市三島会館・三島小学校 ・場 所：北島町立創世ホール
・内 容：「人権全般関係①」 ・内 容：「性の多様性関係」、「（拉致問題）たいせつな人を取り戻すために」

・日 時：令和５年１２月１日～１２日 ・日 時：令和５年１２月８日～１９日
・場 所：藍住町役場 ・場 所：応神コミュニティセンター
・内 容：「ヘルプマーク」 ・内 容：「人権全般関係②」

・日 時：令和６年１月５日～３月１日 ・日 時：令和６年１月１８日～２４日
・場 所：阿南市役所 ・場 所：吉野川市鴨島公民館
・内 容：「知ってほしい たいせつな生命のこと」 ・内 容：「北朝鮮による日本人拉致問題」

・日 時：令和６年２月１日～１４日 ・日 時：令和６年２月８日～３月２９日
・場 所：阿南市つばき会館 ・場 所：阿南市役所
・内 容：「みんなともだち」 ・内 容：「みつけて人権」

・日 時：令和６年３月４日～８日 ・日 時：令和６年３月５日～１２日
・場 所：県庁ふれあいセンター ・場 所：美馬市地域交流センターミライズ
・内 容：「令和５年度人権に関する児童生徒の作品」 ・内 容：「性の多様性関係」、「令和５年度人権に関する児童生徒の作品」ほか
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

12 様々な人権課題 （続き）

様々な人権課題に関する出前講座 （再掲）Ｐ１１ ３－２－（１） － あいぽーと徳島
５－12 （指定管理者）

ブルーリボンバッジ着用運動 拉致問題解決に向けた更なる気運の醸成を図るため、ブルーリボンバッジ着 ５－12 － 男女参画・人権課
用運動を展開する。

実 ・日 時 ：令和５年１２月１０日～１６日
績 ・内 容 ：知事をはじめとする、幹部職員によるブルーリボンバッジの着用運動。

拉致問題啓発パネル展 拉致問題について県民の関心と認識を深めるため、パネル展を実施する。 ５－12 － 男女参画・人権課

実 ・日 時：令和５年１２月１４日～令和６年１月４日
績 ・場 所：県庁 県民ホール

拉致問題啓発映画上映会 拉致問題について県民の関心と認識を深めるため、拉致問題啓発映画上映会 ５－12 － 男女参画・人権課
を実施する。

実 ・日 時：令和６年２月２２日
績 ・場 所：穴吹高等学校

人権教育啓発リーダー養成講座 （再掲）Ｐ５ ３－１－（２） － あいぽーと徳島
５－12 （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年１１月２４日
・場 所 ：アスティとくしま

績 ・内 容 ：「ひとりじゃない～ひきこもる人・家族に寄り添う～」
・参加者数：５３人

人権教育研修セミナー（教職員対象）（再掲）Ｐ５ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
５－12 （指定管理者）

実 ・日 時 ：令和５年８月１日 ・日 時 ：令和５年９月２８日
・場 所 ：日和佐中学校 ・場 所 ：神領小学校

績 ・内 容 ：「人権教育に絡めた『教育漫才』製作について」 ・内 容 ：「生命（いのち）の安全教育 性の人権の視点から考える」
・参加者数：１６人 ・参加者数：２４人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

12 様々な人権課題 （続き）

人権教育啓発講演会事業 （再掲）Ｐ２ ３－１－（１） － あいぽーと徳島
５－１２ （指定管理者）

・日 時：令和５年６月１６日 ・日 時：令和５年６月１８日
・場 所：三野中学校 ・場 所：牛島小学校
・内 容：「ＬＧＢＴＱから考える多様性と学校・社会」 ・内 容：「介助犬とともに生きる」
・参加者数：９４人 ・参加者数：２４７人

実 ・
・日 時：令和５年６月２２日 ・日 時：令和５年７月７日
・場 所：徳島中央高等学校 ・場 所：北井上中学校
・内 容：「私からはじめる私たちの多様性社会」 ・内 容：「阿波木偶箱まわし保存の取組について」
・参加者数：３３人 ・参加者数：７１人

・日 時：令和５年７月１８日 ・日 時：令和５年１０月２４日
績 ・場 所：吉野川高等学校 ・場 所：羽ノ浦小学校

・内 容：映画上映「２０歳のソウル」 ・内 容：「いのちと夢のコンサート」
・参加者数：３１１人 ・参加者数：６０３人

・日 時：令和５年１０月２５日 ・日 時：令和５年１０月２７日
・場 所：南井上小学校 ・場 所：池田高等学校辻校
・内 容：「いのちと夢のコンサート」 ・内 容：映画上映「２０歳のソウル」
・参加者数：４３２人 ・参加者数：１２８人

・日 時：令和５年１１月３日 ・日 時：令和５年１２月１２日
・場 所：三島中学校 ・場 所：新野小学校
・内 容：「さらば、哀しみの青春－夜回り先生、いのちの授業」 ・内 容：「いのちと夢のコンサート」
・参加者数：９４人 ・参加者数：８１人

・日 時：令和５年１２月１３日 ・日 時：令和５年１２月１４日
・場 所：富岡東中学校 ・場 所：鳴門教育付属大学特別支援学校
・内 容：「いのちと夢のコンサート」 ・内 容：「人権コンサート（自分を大切にし、他者も大切にすることを感じ、
・参加者数：２３２人 学ぶ）」

・参加者数：１８６人

・日 時：令和５年１２月１５日 ・日 時：令和６年１月１９日
・場 所：瀬戸中学校 ・場 所：大野小学校
・内 容：「命の授業 ～ドリー夢メーカーと今を生きる～」 ・内 容：「子どもも大人も自分らしく生きるために大切なこと」
・参加者数：１３１人 ・参加者数：９２人

・日 時：令和６年３月１３日
・場 所：阿波高等学校
・内 容：映画上映「心の傷を癒やすということ 劇場版」
・参加者数：３１２人
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（単位：千円）

事 業 名 目 的 及 び 内 容 基本計画上の位置づけ 令和5年度実績額 担 当 課

12 様々な人権課題 （続き）

県民講座事業 （再掲）Ｐ４ ３－１－（２） － あいぽーと徳島
５－12 （指定管理者）

実 ・日 時：令和５年６月１０日 ・日 時：令和５年１１月１１日
・場 所：シビックセンター ・場 所：シビックセンター
・内 容：講演「息子と母であゆんだ『希望への道』講演会と ・内 容：映画上映会「いのちの駐車場」

績 ヴァイオリンコンサート」 ・参加者数：１６８人
・参加者数：５５人

・日 時：令和６年３月１０日
・場 所：男女共同参画総合支援センター ときわホール
・内 容：講演「相手も自分も大切にするコミュニケーション」
・参加者数：６５人

講師団講師運営等事業 （再掲）Ｐ１２ ３－２－（３） － あいぽーと徳島
５－１２ （指定管理者）

・日 時：令和５年４月２８日 ・日 時：令和５年５月２２日
・場 所：日本フネン市民プラザ ・場 所：神山町役場
・内 容：「補助犬とともに」 ・内 容：「身近な人権～わたしはどうかな？～」
・参加者数：７２人 ・参加者数：２７人

実
・日 時：令和５年７月７日 ・ ・日 時：令和５年９月２１日
・場 所：北島町総合庁舎 ・場 所：社会福祉法人仁栄会障害者支援施設 春業園
・内 容：「ハラスメントを防止するために」 ・内 容：「ハラスメントについての学習、防止について」
・参加者数：６２人 ・参加者数：２８人

・日 時：令和５年１２月９日 ・日 時：令和６年２月１日
績 ・場 所：ヒューマンわーくぴあ徳島 ・場 所：東みよし町役場

・内 容：「介護保険・障がい者宅への訪問時の人権知識・防災知識」 ・内 容：「性の多様性について 誰もが大切にされる人権尊重社会をめざして」
・参加者数：１５人 ・参加者数：７０人

・日 時：令和６年２月６日 ・日 時：令和６年２月２２日
・場 所：わーくぴあ徳島 ・場 所：長岡東教育集会所
・内 容：「個人情報保護法と情報セキュリティについて」 ・内 容：「防災と人権」～災害を人権の視点から考える～
・参加者数：３５人 ・参加者数：２０人

・日 時：令和６年３月１３日 ・日 時：令和６年３月１９日
・場 所：天満ウエルネス名東 ・場 所：中央テクノろうきんホール
・内 容：「介助犬とのふれあい等」 ・内 容：「誰もが大切にされる人権尊重社会をめざして」
・参加者数：２０人 ・参加者数：１４人


